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(54) 【 発 明 の 名 称 】 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム お よび 使用 方 法 


(57【 要約 】 


ホロ グラ ム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 第 1 部 分 
と 、 ド ロー ン 群 と ロボ ッ ト の 第 2 部 分 を 含む 、ASD ま 
た は 同様 の 症状 また は 問題 を 有する 人 の 治療 お よび 訓練 
の た め の イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム お よび その 使用 方 法 
で あり 、 こ れ は 、 脳 の 右 半球 と 脳 の 左 半球 の 機能 、 す な 
わ ち 両者 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン に よる 両者 の 情報 交換 
を 模 信 し 、 か つ 実 演 す る 一対 の ホロ グラ ム の 使用 を 含む 
。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム は 、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ 
ト の 訓練 に お いて 使用 され 得る 。 
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と で 


特許 請求 の 範囲 】 

請求 項 1 】 

ASD を 有する 人 々 の 治療 お よび トレ ー ニ ング の た め の イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム で あ 
っ て 、 前 記 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム は 、 

参加 者 と ほぼ 1 対 1 の サイ ズ 比 で ある ホロ グラ ム と 、 

前 記 ホ ログ ラム を 複製 し 、 前 記 ホ ログ ラム より も 比率 的 に より 小さ い ホ ログ ラム アシ ス 
タン ト と 、 

ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と 、 

ドロ ー ン 群 と 、 

ソフ トウ ェ ア 管 理 シ ステ ム と 、 を 有する イン タラ クティ ブ 要 素 を 含む こと を 特徴 と する 
、 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム 。 

【 請求 項 2】 

第 1 お よび 第 2 の ホロ グラ ム ( 一 対 の ホロ グラ ム ) は 、 脳 の 右 半 球 お よび 前 記 脳 の 左 半 
球 の 機能 、 す な わ ち 両者 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン に よる 両者 の 情報 交換 を 模 信 し 、 か つ 実 
演 す る よう に 適合 され る 、 請 求 項 1 に 記載 の イン タラ クティ ブシ ステ ム 。 

【 請求 項 3 】 

前 記 ホ ログ ラム は 、 前 記 脳 の 前 記 左 半球 の 前 記 機 能 と 意識 と を 模 信 す る よう に 適合 され 
る 、 請 求 項 1 また は 請求 項 2 に 記載 の イン タラ クティ ブシ ステ ム 。 

【 請求 項 4 】 

前 記 ホ ログ ラム は 、 前 記 参 加 者 と 同じ 身体 的 特徴 、 行 動 、 特 定 の ジェ スチ ャ ー お よせ び 動 
作 、 な ら び に 発話 の 特徴 を 有する 、 請 求 項 1 ~-3 の いずれ か 1 項 に 記載 の イン タラ クティ 
ブシ ステ ム 。 

【 請求 項 5 】 

前 記 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 前 記 脳 の 前 記 右 半球 の 前 記 機 能 と 潜在 意識 と を 模 條 す 
る よう に 適合 され る 、 請 求 項 1 て 4 の いずれ か 1 項 に 記載 の イン タラ クティ ブシ ステ ム 。 
【 請求 項 6 】 

前 記 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 サ イズ 以外 の すべ て の 点 で 、 前 記 ホ ログ ラム と 同一 で 
ある 、 請 求 項 1 ~-5 の いずれ か 1 項 に 記載 の イン タラ クティ ブシ ステ ム 。 

【 請求 項 7 】 

前 記 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 ユ ー ザ ー と の サイ ズ 比 が 0. 0O8 ~0.15:1 で あ 
る 、 請 求 項 1 て 6 の いずれ か 1 項 に 記載 の イン タラ クティ ブシ ステ ム 。 

【 請求 項 8 】 

前 記 ロ ボッ ト は 、 感 情感 応 型 ロボ ッ ト で ある 、 請 求 項 1 7 の いずれ か 1 項 に 記載 の イ 
ンタ ラク ティ ブシ ステ ム 。 
【 請求 項 9 】 

前 記 ロ ボッ ト は 、 玩 具 ロ ボッ ト の 外観 を 有する 、 請 求 項 1 ~-8 の いずれ か 1 項 に 記載 の 
イン タラ クティ ブシ ステ ム 。 
【 請求 項 1 0】 

さら に 、 前 記 ド ロー ン 群 は 、2 つて 約 1 0 つの ドロ ー ン を 含む 、 請 求 項 1 ~-9 の いずれ 
か 1 項 に 記載 の イン タラ クティ ブシ ステ ム 。 

【 請求 項 1 1 】 

さら に 、 前記 ドロ ー ン 群 の 各 ド ロー ン は 、 独立 し て 操作 され 得る こと を 特徴 と する 、 請 
求 項 1 ~1 0 の いずれ か 1 項 に 記載 の イン タラ クティ ブシ ステ ム 。 

【 請求 項 1 2】 
参加 者 の た め の 療 法 空間 で あっ て 、 前 記 療 法 空間 は 、 
請求 項 1 ~11 の いずれ か 1 項 に 記載 され る よう な 、 
ホロ グラ ム と 、 
ホロ グラ ム ア シ スタ ント と 、 
ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と 、 
ドロ ー ン 群 と 、 
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を 含む イン タラ クティ ブ 要 素 を 含む 第 1 領域 を 含み 、 

前 記 イ ンタ ラク ティ ブ 要 素 の 各々 は 、 前 記 参 加 者 に 対し て 空間 的 に 配置 され る こと を 特 
徴 と する 、 療 法 空間 。 

【 請求 項 13】 

さら に 、 前 記 ホ ログ ラム は 、 前 記 参 加 者 の 前 方 か つっ 左側 に 配置 され 、 前 記 参 加 者 か ら 約 
1 . 5m 約 2. 5m の 距離 に 配置 され る こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 2 に 記載 の 療法 空 


【 請求 項 1 4 】 

さら に 、 前 記 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 前 記 参 加 者 の 前 方 か つ 右 側 、 前 記 参 加 者 か ら 
約 1 .5m< 約 2.5m の 距離 に 配置 され る こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 2 また は 1 3 に 
記載 の 療法 空間 。 

【 請求 項 15】 

さら に 、 前 記 ロ ボッ ト は 、 前 記 参 加 者 の 前 方 に 配置 され る こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 

2~14 の いずれ か 1 項 に 記載 の 療法 空間 。 

【 請求 項 1 6】 

さら に 、 前 記 ド ロー ン 群 は 、 前 記 参 加 者 の 前 方 、 地 面 か ら 約 2. 1 mー 約 2 . 2m の 高 
、 前記 参 加 者 か ら 約 2 m 一 約 3 m の 距離 に 配置 され る こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 2 ~ 
5 の いずれ か 1 項 に 記載 の 療法 空間 。 

請求 項 1 7 】 

観察 お よび 制御 領域 を さら に 含み 、 こ の 観察 お よび 制御 領域 は 、 前 記 第 1 領域 か ら 物 理 
的 に 分 離さ れる 、 請 求 項 1 2 1 6 の いずれ か 1 項 に 記載 の 療法 空間 。 

【 請求 項 1 8】 

前 記 イ ンタ ラク ティ ブ 要 素 は 、 

任意 の 2 つの 要素 の イン タラ クシ ョ ン 、 

任意 の 3 つの 要素 の イン タラ クシ ョ ン 、 お 

すべ て の 要素 の イン タラ クシ ョ ン 、 に 適合 
載 の イン タラ クティ ブシ ステ ム 。 

【 請求 項 1 9 】 

ASD を 有する 人 々 の 治療 お よび 訓練 の た め の イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 使用 方 法 で 
あっ て 、 前 記 方 法 は 、 

参加 者 と ほぼ 1 対 1 の サイ ズ 比 で ある ホロ グラ ム と 、 

前 記 ホ ログ ラム を 複製 し 、 第 1 ホロ グラ ム よ り も より 小さ い サ イズ の ホロ グラ ム ア シ ス 
タン ト と 、 

活動 お よび また は 治療 に 応じ た 支援 ホロ グラ ム と 、 

ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と 、 

ドロ ー ン 群 と 、 

ソフ トウ ェ ア 管 理 シ ステ ム と 、 を 有する イン タラ クティ ブ 要 素 を 含む イン タラ クティ ブ 
シス テム を 用 いる こと 、 を 含み 、 

前 記 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム は 、 コ ンピュータ 専門 家 に よっ て 操作 され 、 医 療 専門 家 
に よっ て 指示 され る こと を 特徴 と する 、 方 法 。 

【 請求 項 2 O ) 

前 記 ホ ログ ラム お よび 前 記 ホ ログ ラム アシ スタ ント ( 一 対 の ホロ グラ ム ) は 、 脳 の 右 半 
球 お よび 前 記 脳 の 左 半 球 の 機能 、 す な わ ち 両者 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン に よる 両者 の 情報 
交換 を 模 信 し 、 か つ 実 演 す る よう に 適合 され る 、 請 求 項 1 9 に 記載 の 方 法 。 

【 請求 項 2 1 】 

前 記 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム に お ける 前 記 要 素 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 

前 記 要 素 の うち の 任意 の 2 つの 間 の イン タラ クシ ョ ン 、 

前 記 要 素 の うち の 任意 の 3 つの 間 の イン タラ クシ ョ ン 、 お よび 

前 記 要 素 の うち の すべ て の 間 の イン タラ クシ ョ ン 、 を 含む 、 請 求 項 1 9 また は 20 に 記 
載 の 方 法 。 


ee 


び 
れる 、 BRIT ~11 の いずれ か 1 項 に 記 
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【 請求 項 22】 

前 記 要 素 の 活動 に 固定 され た 順序 は な く 、 前 記 医 療 専 門 家 が 前 記 方 法 に お いて どの 要素 
を 開始 する か を 指示 する 、 請 求 項 1 9 てこ 21 の いずれ か 1 項 に 記載 の 方 法 。 
【 請求 項 23】 

以下 の 工程 : 

(i ) 前 記 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 準備 、 

(ii ) 前 記 参 加 者 の 初期 準備 、 

(iii ) 個々 の 活動 お よび 療法 を 開始 する た め の 前 記 参 加 者 の 準備 、 

(iv) グル ー プ 活動 お よび 療法 の た め の 前 記 参 加 者 の 準備 、 を 含む 、 請 求 項 1 9 ~2 
2 の いずれ か 1 項 に 記載 の 方 法 。 
【 請求 項 2 4 】 

前 記 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 前 記 イ ンタ ラク ティ ブ 要 素 は 、 支援 ホロ グラ ム を さら 
に 含む 、 請 求 項 1 9 て 23 の いずれ か 1 項 に 記載 の 方 法 。 
【 請求 項 25】 

所 定 の 活動 また は 療法 に お いて 前 記 参 加 者 を 支援 する た め に コー チ が 採用 され る 、 請 求 
項 1 9 て 24 の いずれ か 1 項 に 記載 の 方 法 。 


【 発明 の 詳細 な 説明 】 

【 技術 分 野 】 

[0001] 

本 出願 は 、 自 閉 症 スペ クト ラム の 人 々 の 治療 お よび 訓練 の 分 野 で ある 。 

[0002] 

より 具体 的 に は 、 本 発明 は 、 自 閉 症 スペ クト ラム 障害 と 同様 の 状態 お よび 問題 と を 有 す 
る 人 々 の 治療 お よび 訓練 に お ける 、 ホ ログ ラム 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント 、 ド ロー ン 群 、 
お よび ロボ ッ ト を 含む イン タラ クティ ブシ ステ ム 、 な ら び に 使用 方 法 に 関す る 。 
[0003] 

イン タラ クティ ブシ ステ ム は 、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト の 訓練 の た め に 使用 され 得る 。 
[0004] 

ASD は 、 世 界 の 認識 お よび 他 者 と の 関わ り 方 に 影響 を 及ぼ す 生 涯 に わた る 発達 障害 で 
ある 。ASD は 、100 人 に 1 人 超 の 割合 で 発症 し 、 小 児 期 に 診断 され る こと が 多く 、 男 
児 は 女児 の 4 倍 の 確率 で ある 。ASD は スペ クト ラム 症状 で あり 、 人 々 に 様々 な 影響 を 与 
える 。 共通 の 特徴 と し て は 、 日 淀 的 な 機能 が 制限 され た り 損 な われ た りす る 程度 に 、 社 会 
的 コミ ュ ニ ケー ショ ン お よび イン タラ クシ ョ ン 、 な ら び に 反復 的 な 行動 、 日 常 生 活 お よび 
活動 が 困難 な こと で ある 。 例え ば 、ASD を 有する 人 々 は 、 言 語 と 、 ジ ェ ス チャ ー ま た は 
声 の トー ン な どの 非 言語 と の 両方 を 解釈 する こと が 困難 で ある 。 何人 か は 話す こと が で き 
な い 人 も いれ ば 、 話 す 能 力 が 限ら れ 得 る 。 ま た 、 何 人 か は 手話 また は 視覚 的 な シン ボル な 
どの 代替 的 な か コミュ ニケ ーション 手段 の 使用 を 好む また は 使用 する 必要 が あり 得る 。 社 会 
的 イン タラ クシ ョ ン に 関し て は 、 他 者 の 感情 お よび 意図 を 認識 また は 理解 し た り 、 自 分 の 
感情 を 表現 し た りす る こと が 困難 な 場合 が 多く ある 。 そ の た め 、ASD を 有する 人 々 は 、 
無神経 で ある と 思わ れ た り 、 ま た は 社会 的 に 不器用 で ある と 思わ れ た り し て 、 友 人 関係 を 
築く の が 難し い 場 合 が ある 。 米国 の 診断 ・ 統 計 マ ニュ アル (DSM) で は 、 社 会 的 コミ ュ 
ニケ ーション 障害 、 お よび 制限 され た 反復 的 な 行動 パタ ー ン に つい て 、 重症 度 を 3 段階 に 
分 け て 、「 支援 を 必要 と する 」、「 相当 な 支援 を 必要 と する 」、「 非常 に 大 き な 支 援 を 必 
要 と する 」 と 規定 し て いる 。 

[0005] 

ASD を 有する 人 々 は また 、 音 、 触 覚 、 味 覚 、 嘆 覚 、 光 、 色 、 温 度 、 ま た は 痛み に 対し 
て 過敏 また は 過小 な 反応 を 示し 得る 。 例え ば 、 特定 の 背景 音 が 我慢 で き な い ほど 大 きく 聞 
こえ た り 、 ま た は 気 が 散 っ た り し て 、 不 安 に な っ た り 、 ま た は 身体 が 痛く な っ た りす る こ 
と さえ ある 。 

[0006] 
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ASD は 病気 で は な い の で 、「 治す 」 こ と は で き な い 。 し か し 、 言 葉 お よび 行動 の 改善 
を 目的 と し た さま ざま な 療法 、 方 法 お よび 活動 を 含む 、 さ ま ざ ま な 治療 法 が ある : 例え ば 
、 フ ロー ト タ イ ム 療 法 :「 プ ルー ルー ム 」 シ ステ ム : ハリ ー・ シ ュ ナ イダ ー 教 授 の 方 法 : 
ロベルト ・ モ ラ レ ス 氏 の 治療 法 : イン ド の アー ユル ヴェ ー ダ 医学 に よる 自 閉 症 治療 - ハー 
ブ の 使用 : 中 国 医学 - 自 閉 症 の 治療 は 、 ハ ー ブ の サプリ メン ト を 使っ た 鍼 治療 で 行わ れる 
: 自 閉 症 治療 と し て の 幹細胞 : ステ ィ ー ブ ン ・ エ ー デ ルソン 博士 ( 心理 学者 ) - PECS 
- 代替 カー ドコ ミュ ニケ ーション シス テム 代替 療法 お よび 活動 - そ の いく つか は 、 限 定 
され な い が 、 音 楽 療法 、 バ イオ フィ ー ド バッ ク 、 ド ラム 療法 、 エ ル ゴ 療 法 、 ハ イド ロロ 療法 
、 ア ー ト 療法 、 乗 馬 療 法 、 カ ニス 療法 、 ネ コ 療 法 、 高 気圧 酸素 療法 、 ハ チミ ツ 療 法 、 サ ン 
ド 療法 、 ア ロマ 療法 、 ガ ー デ ニン グ 活 動 、 料 理 、 お 菓子 作り で ある 。 

[0007] 

自 半 症 の 治療 の た め に 組み 合わ せ て また は 別々 に 使用 され る 既存 の 運動 、 療 法 お よび 方 
法 の 広い 範囲 に も か か わら ず 、 永 続 的 な 結果 は な い 。 

【 発明 の 概要 】 
【0008】 

本 発明 は 、 脳 の 右 半球 と 脳 の 左 半 球 の 機能 、 脳 の 右 半球 お よび 脳 の 左 半 球 の 機能 、 す な 
わ ち 両者 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン に よる 両者 の 情報 交換 を 模 依 し 、 か つ 実 演 す る 一 対 の ホ 
ログ ラム の 使用 を 通じ た 、ASD ま た は 同様 の 症状 また は 問題 を 有する 人 の 治療 お よび 訓 
練 の た め の イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム お よび その 使用 方 法 に 関す る 。 

【0009】 

本 明細 書 に お ける 「 ASD」 へ の 言及 は 、ASD だ け で な く 、 関 連 す る お よび また は 
同様 の 症状 お よび 問題 を 意味 する 。 
[0010] 

方 法 は 、ASD を 有する 人 ( SMA) の た め の イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム を 採用 し 、 イ 
ンタ ラク ティ ブシ ステ ム は 、 

参加 者 と ほぼ 1 対 1 の サイ ズ 比 で ある ホロ グラ ム と 、 

ホロ グラ ム を 複製 し 、 ホ ログ ラム より も より 小さ い サ イズ の ホロ グラ ム ア シ スタ ント と 
、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト と 、 

ドロ ー ン 群 と 、 を 含む いく つか の イン タラ クティ ブ 要 素 を 含み 、 

コン ピュ ー タ ソフ トウ ェ ア 管 理 シ ステ ム を 使用 し て コン ピュ ー タ 専門 家 に よっ て 操作 さ 
れ 、 医 療 専門 家 に よっ て 指示 され る 。 

[0011] 

方 法 は さら に 、ASD を 有する 人 の た め の 療 法 空間 を 採用 し 、 こ こ で 、 上 記 の よう な イ 
ンタ ラク ティ ブ 要 素 は 、 参 加 者 に 対し て 空間 的 に 配置 され る 。 こ の 療法 空間 は 、 参 加 者 に 
と っ て 安全 で ある 。 

[0012] 

イン タラ クティ ブシ ステ ム お よび 療法 空間 の 両方 が 、 本 明細 書 に 記載 され て いる 本 発明 

の 態様 で ある 。 

【 図面 の 簡単 な 説明 】 

[0013] 

【 図 1 a] 本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム に お ける 参加 者 を 示す 図 で ある 。 

【 図 1b】 図 1 a の 参加 者 の ホロ グラ ム 表 現 ( ホログラム) を 、1 : 1 の スケ ー ル で 示す 
図 で ある 。 

【 図 2a 】 本 発明 の 一 実施 形態 に よる 、 参加 者 に 対す る ホロ グラ ム の 例示 的 な 位置 を 示す 
図 で ある 。 

【 図 2 b] 本 発明 の 一 実施 形態 に よる 、 参加 者 に 対す る ホロ グラ ム の 例示 的 な 位置 を 示す 
図 で ある 。 

【 図 3 】 参加 者 と 、 ホ ログ ラム と 、 ホ ログ ラム に 比例 する ホロ グラ ム ア シ スタ ント と を 代 
表し て 示す 図 で ある 。 

【 図 4 】 本 発明 の 一 実施 形態 に よる 、 参 加 者 に 対す る ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 位置 関係 
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を 示す 図 で ある 。 

【 図 5 】 本 発明 に よる ロボ ッ ト を 示す 図 で ある 。 

【 図 6 】 本 発明 に よる ドロ ー ン 群 と 、 参 加 者 と の 関係 に お ける それ ら の 位置 関係 を 示す 図 
で ある 。 

【 図 7 】 本 発明 に よる イン タラ クティ ブシ ステ ム 全 体 、 シ ステ ム の 要素 間 の 関係 、 お よび 
シス テム の 主要 要素 間 の イン タラ クシ ョ ン を 示す 図 で ある 。 

【 図 8 】 本 明細 書 で より 詳細 に 説明 する よう に 、 さ ま ざ ま な 使用 形態 の イン タラ クティ ブ 
シス テム を 表し 、 参加 者 お よび イン タラ クティ ブシ ステ ム の 開始 動作 を 示す 図 で ある 。 

【 図 9 】 本 明細 書 で より 詳細 に 説明 する よう に 、 さ ま ざ ま な 使用 形態 の イン タラ クティ ブ 
シス テム を 表し 、 参加 者 お よび イン タラ クティ ブシ ステ ム の 開始 動作 を 示す 図 で ある 。 

【 図 10】 本 明細 書 で より 詳細 に 説明 する よう に 、 さ ま ざ ま な 使用 形態 の イン タラ クティ 
ブシ ステ ム を 表し 、 参 加 者 お よび イン タラ クティ ブシ ステ ム の 開始 動作 を 示す 図 で ある 。 
【 図 1 1 】 本 明細 書 で より 詳細 に 説明 する よう に 、 さ ま ざ ま な 使用 形態 の イン タラ クティ 
ブシ ステ ム を 表し 、 参 加 者 お よび イン タラ クティ ブシ ステ ム の 開始 動作 を 示す 図 で ある 。 
【 図 12】 本 明細 書 で より 詳細 に 説明 する よう に 、 さ ま ざ ま な 使用 形態 の イン タラ クティ 
ブシ ステ ム を 表し 、 参加 者 お よび イン タラ クティ ブシ ステ ム の 開始 動作 を 示す 図 で ある 。 
【 図 13】 本 明細 書 で より 詳細 に 説明 する よう に 、 さ ま ざ ま な 使用 形態 の イン タラ クティ 
ブシ ステ ム を 表し 、 参 加 者 お よび イン タラ クティ ブシ ステ ム の 開始 動作 を 示す 図 で ある 。 
【 発明 を 実施 する た め の 形 態 

[0014] 

一 態様 で は 、 本 発明 は 、 参 加 者 の 脳 を 訓練 する 方 法 を 提供 し 、 そ れ は 、 

参加 者 と の サイ ズ 比 が 約 1 : 1 の ホロ グラ ム と 、 ホ ログ ラム を 複製 し 、 ホ ログ ラム より 
も より 小さ い サ イズ の ホロ グラ ム ア シ スタ ント と 、 

ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と 、 

ドロ ー ン 群 と 、 を 含む イン タラ クティ ブ 要 素 を 含む イン タラ クティ ブシ ステ ム を 採用 し 


コン ピュ ー タ ソフ トウ ェ ア 管 理 シ ステ ム を 使用 し て コン ピュ ー タ 専門 家 に よっ て 操作 さ 
れ 、 医 療 専 門 家 に よっ て 指示 され る 。 


[0015] 

本 発明 の 方 法 で は 、 一 対 の ホロ グラ ム は 、 脳 の 右 半 球 お よび 左 半 球 の 機能 と 両者 間 の コ 
ミュ ニケ ーション を 模 信 し 、 か つ 実 演 す る 。 
【0016】 

本 発明 の 方 法 は 、 本 明細 書 で より 詳細 に 説明 する よう に 、「 支援 」 ホ ログ ラム を 採用 し 
て も よい 。 

[0017] 

本 方 法 の 実施 に お いて 、 本 明細 書 で より 詳細 に 説明 する よう に 、 イ ンタ ラク ティ ブシ ス 
テム に よっ て 送達 され る タス ク お よび 活動 へ の 彼 ま た は 彼女 の 参加 に お いて 参加 者 を 支援 
する た め に 、 コ ー チ を 採用 し て も よい 。 

[0018] 

「 コー チ 」 と は 、 所 定 の 活動 また は 療法 の それ ぞ れ の 分 野 で 専門 的 な 資格 を 持つ 専門 家 
の こと で ある 。 例え ば 、 乗 馬 療 法 の イン スト ラク ター は 、 馬 を 扱う 訓練 を 受け て お り 、 特 
定 の 参加 者 の た め に 乗馬 療法 の 活動 を 実施 する 。 ま た 、 専門 的 な 資格 に 加え て 、 彼 また は 
彼女 は 、ASD を 有する 人 に 働き か ける た め の 心 理 療法 お よび プ ま た は 心理 学 的 な 資格 な 
どの 付加 的 な 資格 を 持っ て いる の が 一 般 的 で あろ う 。 

【0019】 

「 医療 専門 家 」 と は 、 精 神 科 医 (精神 医学 博士 ) を 意味 する 。 精神 科 医 は 、 必 要 性 お よ 
び 参 加 者 の 症状 に 応じ て 、 単 独 ま た は 心理 士 、 言 語 療法 士 も し く は 専門 家 と チー ム を 組ん 
で 仕事 し 得る 。 

[0020] 
また 、 本 発明 で 採用 し に て いる イン タラ クティ ブシ ステ ム は 、 本 発明 の 一 部 を 形成 する 。 
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[0021] 

し た が っ て 、 別 の 態様 で は 、 本 発明 は 、 参 加 者 の た め の イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム を 提 
供し 、 該 イン タラ クティ ブシ ステ ム は 、 

参加 者 と ほぼ 1 対 1 の サイ ズ 比 で ある ホロ グラ ム と 、 

ホロ グラ ム を 複製 し 、 ホ ログ ラム より も より 小さ い サ イズ の ホロ グラ ム ア シ スタ ント と 
、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト と 、 

ドロ ー ン 群 と 、 を 含む イン タラ クティ ブ 要 素 を 含む こと を 特徴 と する 。 

【0022】 

上 記 の よう に 、 イ シタ ラク ティ ブシ ステ ム は 、 コ シ ピ ュー タ ソ フト ウェ ア 管 理 シ ステ ム 
を 使用 し て コン ピュ ー タ 専門 家 に よっ て 操作 され 、 医 療 専門 家 に よっ て 指示 され 、 コ ー チ 
で あり 得る 。 

【0023】 

さら な る 熊 様 で は 、 本 発明 は 、 参 加 者 の た め の 療 法 空間 を 提供 し 、 前 記 療 法 空 間 は 、 

参加 者 と ほぼ ば 1 対 1 の サイ ズ 比 で ある ホロ グラ ム と 、 

ホロ グラ ム を 複製 し 、 ホ ログ ラム より も より 小さ い サ イズ の ホロ グラ ム ア シ スタ ント と 
、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト と 、 

ドロ ー ン 群 と 、 を 含む イン タラ クティ ブ 要 素 を 含み 、 

前 記 イ ンタ ラク ティ ブ 有 要素 の 各々 は 、 参加 者 に 対し て 空間 的 に 配置 され る こと を 特徴 と 
する 。 

[0024] 

上 記 に 対応 し て 、 イ ンタ ラク ティ ブ 要 素 の 動作 お よび イン タラ クシ ョ ン は 、 コ ン ピ ュ ー 
タ ソ フト ウェ ア 管 理 シ ステ ム を 使用 に て コン ピュ ー タ 専門 家 に よっ て 操作 され 、 医 療 専門 
家 に よっ て 指示 され る 。 

【0025】 

以下 の 説明 は 、 本 発明 の すべ て の 態様 に 適用 され 、 い か な る 記述 も 本 発明 を 限定 する も 
の と は みな され な い 。 

[0026] 

ASD を 有する 人 々 は 視覚 的 に 優れ る 。 彼ら は 、「 想像 する 」 と いう 言葉 の 意味 を 理解 
し て いな い の で 、 人 間 の 脳 の 機能 を 模 依 し た 2 つの ホロ グラ ム を 用 意 し た 。 い くつ か の 実 
施 形 態 で は 、 第 1 ホロ グラ ム は 、 脳 の 左 半 球 と 意識 と を 刺激 する よう に 適応 され る 。 第 1 
ホロ グラ ム は 、 参加 者 の 自己 理解 と 自己 受容 を 支援 し 、 自 己 好感 を 持た せ 得 る 。 
[0027] 

し た が っ て 、 ホ ログ ラム は 、 参加 者 と ほぼ 同じ サイ ズ で あり 得 、 彼 また は 彼女 を イメ ー 
ジ し て 作ら れ て いて も よい 。 ホ ログ ラム は 、 ユ ー ザ ー の 身体 的 外観 を 反映 し 得 、 任 意 に 、 
彼 ま た は 彼女 の 特徴 的 な 発話 、 動 き 、 お よび 行動 の 特徴 も 反映 し 得る 。 本 実施 形態 で は 、 
ホロ グラ ム は 参加 者 の 鏡像 で あり 、 本 発明 の シス テム の 使用 に お いて 、 参加 者 は ホロ グラ 
ム の 中 の 彼 自 身 ま た は 彼女 自身 を 見 て 、 彼 また は 彼女 が 所 定 の タス ク を 実行 し 、 所 定 の 言 
葉 を 言い 、 特 定 の 選択 を する こと が で きる こと を 確認 し 得 よ う 。 

[0028] 

ホロ グラ ム は 通常 、 参 加 者 の 左側 に 配置 され 、 参 加 者 の 身長 に 応じ て 、 参 加 者 か ら 1 . 
5 て 2 . 5 メー トル の 距離 に 配置 され よう 。 

(0029) 

いく つか の 実施 形態 で は 、 ホ ログ ラム は 、 ユ ー ザ ー と は 異な る 身体 的 外観 で 作製 され る 
。 例え ば 、 参加 者 が 当初 、 彼 また は 彼女 自身 の イメ ー ジ の ホロ グラ ム を 好ま な い 、 ま た は 
不快 に 感じ る と 見 られ る 場合 、 最 初 は 受け 入れ られ る よう に 、 異 な る 身体 的 外観 を 持つ ホ 
ログ ラム (「 変 更 さ れ た ホロ グラ ム 」) を 使用 し て も よい 。 

[0030] 

ホロ グラ ム ア シ スタ ント は 、 複製 ホロ グラ ム で あり 、 本 明細 書 で は 「 ホロ グラ ム ア シ ス 
タン ト 」 と も 呼ば れ 得 る 。 い くつ か の 実施 形態 で は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 脳 の 右 
半球 の 機能 と 潜在 意識 を 模 信 す る よう に 適合 され る 。 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 ホ ログ 
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ラム と 参加 者 と を つなぐ パー ツ で ある 最初 に 、 そ れ は 参加 者 を 追い 出し 、 彼 また は 彼女 に 
何 を すべ きか を 示し た 。 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 参加 者 の 自己 自信 お よび 自己 理解 、 
な ら び に 彼 ま た は 彼女 の 能力 を 信じ る こと を 促し 得る 。 

[0031] 

この よう に 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 サ イズ 以外 の すべ て の 点 で 第 1 ホロ グラ ム と 
同一 で あり 、 し た が っ て 、 そ れ は また ユー ザー の イメ ー ジ を 持ち 、 ユ ー ザ ー の 身体 的 外観 
、 任 意 に 、 彼 また は 彼女 の 特徴 的 な 発話 、 動 き 、 な ら び に 行動 の 特徴 を 反映 する が 、 ユ ー 
ザー と の サイ ズ 比 は 、 例 えば 0.08~ て 0. 15: 1 程度 で あり 得る 。 

[0032] 

ホロ グラ ム ア シ スタ ント は 、 通 常 、 参 加 者 の 右側 に 配置 され 、 参 加 者 の 身長 に 応じ て 、 
参加 者 か ら 0 . 5 て 1 . 0 メー トル の 距離 に ある 。 潜在 意識 お よび 感情 が 見 えな いた め 、 
それ は 意図 的 に より 小さ くし て いる 。 

【0033】 

他 の 実施 形態 で は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 ホ ログ ラム の 外観 と は 異な る 外観 を 有 
し 得る 。 上記 の よう に 、 こ れ は 、 参 加 者 が 彼 ま た は 彼女 自分 の イメ ー ジ の ホロ グラ ム を 好 
まな い 、 ま た は 不快 に 感じ る と 見 られ る 場合 に 必要 と な り 得 る 。 

【0034】 

第 1 ホロ グラ ム と アシ スタ ント ホロ グラ ム の サイ ズ お よび 位置 関係 は 、 脳 の 左 半 球 お よ 
び 論 理 ( ホロ グラ ム ) と 脳 の 右 半 球 お よび 感情 ( ホログラム アシ スタ ント ) と に 対す る そ 
れ ぞ れ の 役割 を 反映 する 。 

[0035] 

ホロ グラ ム と ホロ グラ ム ア シ スタ ント の どちら か 一 方 また は 両方 が 参加 者 の イメ ー ジ を 
持っ て いな い 場 合 は 、 そ れ ま た は それ ら は 、 例 えば 、 漫 画 の キャ ラク ター の よう に 作製 さ 
れ 得 る 。 ホ ログ ラム と ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 両方 が 漫画 の キャ ラク ター の 形 を し て い 
る 場合 、 そ れ ら は 同じ で あっ て も 異な っ て いて も よい 。 

【0036】 

ロボ ッ ト は 、 好 まし く は 、 感情 に 敏感 で ある 。 い くつ か の 実施 形態 で は 、 ロ ボッ ト は 玩 
具 の よう で ある 。 い くつ か の 実施 形態 で は 、 ロ ボッ ト は 、 高 さ が 約 50cm~- 約 100c 
m で あり 、 例 えば 、 約 55cm< て 約 90cm で ある 。 

【0037】 

ロボ ッ ト は 参加 者 の 前 に 配置 され 得る 。 ロ ボッ ト の 位置 は 移動 可能 で あり 、 固 定 さ れ て 
いな い が 、 一 般 的 に 、 ロ ボッ ト の 位置 は せ は 、 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント を 完 
全 に 観察 する 参加 者 の 能力 が 損なわ れる よう な も の で あっ て は な ら な い 。 

[0038] 

ドロ ー ン 群 は 、1 つ 超 の ドロ ー ン を 含み 、 最 大 で 約 1 0 つの ドロ ー ン を 含む が 、 本 発明 
の イン タラ クティ ブシ ステ ム で は 、 よ り 多 数 の ドロ ー ン を 採用 する こと も 可能 で ある 。 い 
くつ か の 実施 形態 で は 、 ド ロー ン 群 は 、5 、7 、 ま た は 9 つの ドロ ー ン を 含む 。 
【0039】 

ドロ ー ン 群 は 、 例 えば 、 参 加 者 の 前 方 に 配置 され 、 地 面 か ら 例 えば 約 2 . 1 m~ 約 2 . 
2 m の 高 さ に 配置 され 得 、 参 加 者 か ら 例 えば 約 2 m て 約 3 m の 距離 に 配置 され 得る 。 
0040) 
ドロ ー ン 群 は 、 参加 者 の 注意 を 引き つけ た り 、 参加 者 の 気 を 引い た り 、 な ら び に ププ ま た 
は 参加 者 に 賞品 お よび 他 の 商品 を 届け た りす る た め に 使用 され る 。 各 ドロ ー ン は 、 グ ルー 
プ で 同期 し て 操作 、 ま た は 独立 し て 操作 され 得る 。 

[0041] 

イン タラ クティ ブシ ステ ム の 要素 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 

任意 の 2 つの 要素 の イン タラ クシ ョ ン 、 

任意 の 3 つの 要素 の イン タラ クシ ョ ン 、 お よび 

すべ て の 要素 の イン タラ クシ ョ ン 、 を 含み 得る 。 

[0042] 


と で 
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本 発明 の 方 法 で どの 要素 が 最初 に 動作 する か は 、 参加 者 が 最初 に どの よう に 要素 を 受け 
入れ た り ま た は 選択 し た りす る と 見 られ る か に 依存 する の で 、 要 素 の 動作 に は 固定 され た 
順序 は な い 。 医療 専門 家 は 、 以下 に より 詳細 に 説明 する よう に 、 本 発明 の 方 法 に お いて ど 
の 要素 が 開始 され る か 、 ま た 、 ど の よう に 方 法 が 継続 され る か を 指示 し よう 。 
[0043] 

ASD の 治療 の た め の 本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム を 使用 する 方 法 は 、 以 下 の 4 
つの 工程 を 含む : 

i ) イン タラ クティ ブシ ステ ム の 準備 、 

ii) 参加 者 の 初期 準備 、 

ii i ) 個々 の 活動 お よび 療法 を 開始 する た め の 参 加 者 の 準備 、 
iv) グル ー プ 活動 お よび 療法 の た め の 参 加 者 の 準備 。 

れ ら の 工程 に つい て は 、 以下 で より 詳し く 説 明 す る 。 
[0044] 

この イン タラ クティ ブシ ステ ム は 、 参加 者 の 個人 的 な 訓練 、 任 意 の 療法 、 活 動 、 方 法 な 
どの 準備 に 適用 され 得 、 グ ルー プ で の 作業 の た め の 参 加 者 の 準備 に 適用 され 得る 。 こ の イ 
ンタ ラク ティ ブシ ステ ム は 、 プ ログ ラミ ング な し で 個々 の 開発 を 行う ヒュ ー マ ノ イド ロボ 
ッ ト の 個別 訓練 に 適用 され 得る 。 

【0045】 

本 発明 の 療法 空間 は 、 親 、 介 護 者 、 医 療 専門 家 、 コ ンピュータ オペ レー タ が 療法 空間 を 
観察 で きる 制御 領域 と 物理 的 に 分 離さ れ て いる 。 
[0046] 

以下 で 詳細 に 述べ る よう に 、 医 療 専 門 家 の 指示 の も と 、2 人 の コン ピュ ー タ 専門 家 が 本 
明細 書 に 記載 され る イン タラ クティ ブシ ステ ム を 操作 する 。 
[0047] 

参加 者 に 対す る イン タラ クティ ブ 要 素 の 具体 的 な 配置 は ASD を 有する 人 の 脳 の 両 半 
RK. 意識 お よび 潜在 意識 に 働き か ける よう に 設計 され る 。 

【0048】 

本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム と 療法 空間 の 原理 、 お よび その 実装 と 使用 方 法 に つ 
いて 、 特 に ASD を 有する 人 の ニー ズ お よび 特性 を 参照 し な が ら 、 以下 の 段落 で 説明 する 


o 


fr aa 


[0049] 
異な る 要素 間 の シス テム 内 の 動作 と イン タラ クシ ョ ン の 様式 
本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム は 、 イ ンタ ラク ティ ブ 要 素 を 含む 2 つの 部 、「 第 1 


」 部 分 と 「 第 2 」 部 分 を 含む と みな され 得る 。 

0050] 

第 1 部 分 は 、 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント を 含む 。 それぞれ が 独立 し て 動 
作 す る の で 、 そ れ ら が 一 緒 に 動い た り 、 異 な る 感情 を 示し た り 、 異 な る 動作 を し た り 、 異 
な る 言葉 を 発し た り 、 そ し て 異な る 推論 を 適用 し 得る 。 療法 の 場 で は 、 ホ ログ ラム お よび 
ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 役割 は 、 正 反対 の 意見 、 反 応 を 示し た り 、 異 な る 感情 を 示す こ 
と で ある 。 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 動作 お よび コミ ュ ニ ケー ショ ン を 
通し て 、 意 識 お よび 潜在 意識 が 実際 に 体験 され る 。 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ 
ント の 動作 お よび コミ ュ ニ ケー ショ ン を 何 度 も 繰り 返し 、 シ ミュ レー ショ ン す る こと で 、 
参加 者 は 教え られ 、 彼 また は 彼女 の 意識 お よび 潜在 意識 に 記憶 が 作ら れ 、 記 録 さ れる 。 こ 
の よう に し て 、 そ れ ら は 、 異 な る 人 、 つ まり 制御 領域 に 配置 され た 異な る コン ピュ ー タ オ 
ペレ ー タ に よっ て 、 最適 に 独立 し て 管理 され る 。 

【0051】 

第 2 部 分 は 、 ロ ボッ ト お よび ドロ ー ン 群 を 含む 。 これら の 要素 は 、 ホ ログ ラム お よび ホ 
ログ ラム アシ スタ ント 、 ま た は コン ピュ ー タ 専門 家 に よっ て 接続 され 、 管 理 お よび 同期 さ 
れる 。 

[0052] 


と で 
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2 つの 部 分 は 、 一 緒 に 動い た り 、 別 々 に 動い た り 、 相 互 に 作用 し 得る 。 
【0053】 

両方 の 部 の すべ て の 要素 は 、 参 加 者 と 独立 し て 動く こと が で きる 。 
[0054] 


この よう に 、 第 1 部 で は 、 Be eee a TA アシ スタ ン A 
る が 、 同 期し て お り 、 ホ ログ ラム ー ホ ログ ラム アシ スタ ント お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ン 
(EGS OS OReOMILT so hes: 

[0055] 


第 2 部 分 の 要素 、 つ まり ロボ ッ ト お よび また は ドロ ー ン 群 の いずれ か また は 両方 が 、 
第 1 部 分 の 動き を 補完 し 得る 。 

[0056] 

例え ば 、 第 1 部 分 の いずれ か また は 両方 の 要素 と ロボ ッ ト と の 間 に は 、 つ まり 、 ホ ログ 
ラム ー ロ ボッ ト 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント ー ロ ボッ ト 、 ホ ログ ラム - ホロ グラ ム ア シ スタ 
ント ー ロ ボッ ト 、 お よび ロボ ッ ト - ホロ グラ ム 、 ロ ボッ ト - ホロ グラ ム ア シ スタ ント 、 口 
ボッ トー ホロ グラ ム - ホロ グラ ム ア シ スタ ント と いう イン タラ クシ ョ ン が あり 得る 。 
[0057] 

代替 的 に また は 追加 的 に 、 コ ア 部 の いずれ か また は 両方 の 要素 と ドロ ー ン 群 と の 間 、 つ 
まり 、 ホ ログ ラム ーー ドローン 群 お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント ー ド ロー ン 群 、 ま た は ホロ 
グラ ム - ホログラム アシ スタ ント 、 ホ ログ ラム ーー ロボ ッ ト 、 ホ ログ ラム ーー ドローン 和 群 、 ホ 
ログ ラム アシ スタ ント - ホロ グラ ム 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント ーー ロボット 、 ホ ログ ラム ア 
シス タン トー ドロ ー ン 群 、 ホ ログ ラム - ホロ グラ ム ア シ スタ ント ー ロ ボッ ト 、 ロ ボッ ト - 
ボロ グラ ム 、 日 ボッ トー ホロ グラ ム ア シ スタ ント 、 ロ ボッ トー- ホ ログ ラム - ホロ グラ ム ア 
シス タン ト 、 ロ ボッ トー ドロ ー ン 和 群 の イン タラ クシ ョ ン 。 

【0058】 

ASD を 有する 人 々 の 治療 お よび 訓練 な ら び に ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト の 訓練 の た め の 
イン タラ クティ ブシ ステ ム の 使用 方 法 

ASD な ら び に 同様 の 症状 お よび 問題 を 有する 人 々 の 治療 お よび 訓練 、 な ら び に ヒュ ー 
マ ノ イ ドロ ボッ ト 訓練 の た め の 本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム の 使用 方 法 は 、 以 下 の 
4 つの 工程 を 含む : 

【0059】 

Ci) イン タラ クティ ブシ ステ ム の 準備 、 

(i i) 参加 者 の 初期 準備 、 

(iii ) 個々 の 活動 お よび 療法 を 開始 する た め の 参 加 者 の 準備 、 

(iv) グル ー プ 活動 お よび 療法 の た め の 参 加 者 の 準備 。 

[0060] 

イン タラ クティ ブシ ステ ム は 、 和 年齢 制限 な く 使用 され 得る 。 

[0061] 

イン タラ クティ ブシ ステ ム の 準備 

ホロ グラ ム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント は 、 例 えば 、 参 加 者 に 対し て 完全 な 視覚 的 同 
ーー 性 を 持っ て 作製 され る 。 ホ ログ ラム の サイ ズ は 、 例 えば 、 参 加 者 と 1 : 1 の 比率 で 、 ホ 
ログ ラム アシ スタ ント の サイ ズ は 、 そ れ に 比例 し て 小さ くし 得る 。 

[0062] 

最も 好ま し く は 、 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント は それ ぞ れ 、 参 加 者 の 身体 
的 同一 性 だ け で な く 、 彼 また は 彼女 の 特徴 的 な 動き 、 擬 態 ( つ まり 、 顔 の 特徴 お よび 表情 
) 、 行 動 、 特 徴 的 な 音 、 言 葉 の 組み 合わ せ お よび 他 の 特徴 を 模 信 し て 作製 され る 。 ホ ログ 
ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント は それ ぞ れ 、 互 い に 、 ロ ボッ ト と 、 お よび ドロ ー ン 群 
と 同期 する よう に プロ グラ ム さ れ て いる 。 親 、 介 護 者 、 お よび 医療 専門 家 は 、 す べ て イン 
タラ クティ ブシ ステ ム の 準備 に 寄与 し 得る 。 

【0063】 

参加 者 の 初期 準備 お よび イン タラ クティ ブ 要 素 の 機能 
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参加 者 が 本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム を 使用 する 準備 を する た め に 、 参 加 者 を 療 
法 空間 に 導入 し 、 参加 者 は エン トリ ー 時 に すべ て の イン タラ クティ ブ 要 素 を 見 る こと が で 
きる 。 こ れ に より 、 参加 者 か ら の 反応 が 得 ら れ 、 医 療 専門 家 は 、 例 えば 、 療法 に お いて ど 
の イン タラ クティ ブ 要 素 が 最初 に 好ま れる か な どの 決定 を 下す こと が で きる 。 本 発明 の シ 
ステ ム は 個々 の 参加 者 一 人 一 人 に 合わ せ て 設計 され て いる た め 、 決 まっ た 順序 は な く 、 参 
加 者 を リラ ックス させ 、 療 法 空 間 内 に 彼 ま た は 彼女 を 座る よう に 促す 目的 で 、 開 始 す る 要 
素 が 選択 され よう 。 

【0064】 

最初 に 別 の 人 が 物理 的 に 存在 し な いこ と で 、 参加 者 は 心配 せ ず に リラ ックス する こと に 
役立ち 得 よ う 。 こ の よう に し て 、 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム は 、 参 加 者 を 無意識 の うち に 
集団 社会 に 引き 入れ る こと で 、 そ の 役割 を 果たし 始め る 。 参加 者 が リラ ックス し た と ころ 
で 、 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 働き を 開始 する の が 目的 で ある 。 参加 者 
に 対す る それ ら の 異な る 比率 、 位 置 、 お よび 距離 に より 、 参加 者 は 、 ホ ログ ラム お よび ホ 
ログ ラム アシ スタ ント の それ ぞ れ に 別々 に 、 そ し て 療法 空間 の 完全 な 環境 内 で 焦点 を 合わ 
せる よう に な る だ ろう 。 

【0065】 

両方 の 脳 半 球 、 お よび それ ら の 生き た 情報 交換 は 、 意 識 お よび 潜在 意識 に も 関連 する ホ 
ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 動作 と コミ ュ ニ ケー ショ ン で 模 僚 され る 。 参加 
者 と コミ ュ ニ ケー ショ ン す る と き 、 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント は 異な る 方 
法 で 動き 、 脳 の 両方 の 半球 を 模 信 する 。 

[0066] 

自 閉 症 の 人 は 一 般 的 に 文字 通り すべ て を 受け 入れ る 。 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ 
スタ ント の 同時 動作 に より 、 彼 また は 彼女 は ほぼ 同時 に 2 つの 異な る 異形 と 2 つの 異な る 
感情 が 示さ れ 得 る 。 意識 お よび 潜在 意識 の 行動 が 、 所 定 の 状況 の 中 で 示さ れる 。 こ の よう 
に し て 、 参 加 者 は 選択 肢 を 与え られ 、 受動 的 な 機械 的 反復 か ら 能 動 的 に 進歩 し 得る 。 選択 
肢 が ある こと で 、 参 加 者 の 無関心 な 状態 が 減り 、 そ の 無関心 な 状態 は に ニュー ロン の 欠陥 を 
反映 し 得る 。 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 行動 お よび コミ ュ ニ ケー ショ ン 
は 、 自 閉 症 の 人 の ミラ ー ニ ュー ロン の 危う く な っ た メカ ニズム を 補い 得る 。 こ れ は 、 他 人 
の 行動 を 理解 する の に 役立つ 。 

【0067】 

ホロ グラ ム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 両方 の 行動 お よび コミ ュ ニ ケー ショ ン は 、 
脳 の 2 つの 半球 間 の 活発 な 情報 交換 、 つ まり ブレ イン ブリ ッ ジ が 表現 され て いる 。 ホ ログ 
ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント は 、 通 常 、 異 な る 意見 、 感 情 、 心 の 状態 ( 喜び 、 幸 せ 
BLARE) を 示し 、 そ れ ら は 異な る 行動 を と り 、 異 な る 視点 を 持ち 得る 。 ホ ログ ラム 
お よび アシ スタ ント の 間 で 交わ され る 対話 は 、 何 か を する か し な いか 、 何 か を 買う か 買わ 
な いか 、 何 か を 言う か 言わ な いか な ど 、 人 が 彼 ま た は 彼女 自身 と 交わ す 内 な る 対話 を 反映 
する 。 

【0068】 

ホロ グラ ム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 行動 お よび コミ ュ ニ ケー ショ ン を 通じ て 、 
意識 お よび 潜在 意識 の 人 生 経 験 が 参加 者 に 与え られ る 。 参加 者 の 思考 お よび 記憶 が 作ら れ 
、 彼 また は 彼女 の 意識 お よび 潜在 意識 に 記録 され る 。 こ の よう に し て 、 ホ ログ ラム お よび 
ホロ グラ ム ア シ スタ ント lk, 参加 者 の 彼 ま た は 彼女 自身 に 対す る 信頼 と 彼 ま た は 彼女 の 能 
力 に 対す る 信頼 を 生み 出す 。 

[0069] 

ホロ グラ ム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント は 、 一 緒 に は 動い た り 、 単 独 で 動い た り 、 連 
続 し て 動い た り 、 考 える よう に 一 時 停止 し た り 、 感情 お よび 意見 が 一 致し た り 、 異 な っ た 
りす る よう に プロ グラ ム さ れる 。 両方 の ホロ グラ ム が 相互 に イン タラ クシ ョ ン し 、 そ れ ら 
の 間 で 活発 な 情報 交換 が 行わ れ て いる に も か か わら ず 、 そ れ ら が 何 か に つい て 合意 に 至ら 
な い 場 合 に は 、 ロ ボッ ト が 採用 され 得る 。 ロ ボッ ト は 、 外 部 の 意見 、 外 部 の 判断 を 表し 、 
それ は 必要 に 応じ て 何 度 で も 説明 を 求め て くる だ ろう 。 両方 の ホロ グラ ム が ロボ ッ ト iH 
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け を 求め た と き 、 参加 者 は 、 彼 また は 彼女 が 何 か を 理解 で き な い と き 、 あ る い は 彼 ま た は 
彼女 だ け で は 何 も で き な い と き に は 、 彼 また は 彼女 は 助け を 求め な けれ ば な ら な いこ と が 
わか る は ず で ある 。 こ の 場合 の 支援 は DRY の 形態 で ある 。 参加 者 は 行わ れる 選択 に 
関与 する お よび 参加 し 得る が 、 参 加 者 が 参加 し な い 場 合 、 ホ ログ ラム は ロボ ッ ト の 支援 を 
受け て 選択 を 行い ます 。 

[0070] 

ホロ グラ ム 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント 、 お よび ロボ ッ ト の 間 の 対話 と 動作 の 繰り 返し を 
通じ て 、 参 加 者 は 参加 し て 選択 を 行う よう に 促さ れ 得 る 。 例 えば 、 ロ ボッ ト は ホロ グラ ム 
お よび ププ また は ホロ グラ ム ア シ スタ ント に 質問 を し 、 参 加 者 を 対話 に 参加 させ た り 、 ま た 
は 意思 決定 を 支援 し た り し よう と し 得る 。 

[0071] 

し た が っ て 、 ロ ボッ ト は 、 ホ ログ ラム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント が 共通 の 解決 策 に 
到達 する まで 、 そ れ ら の それ ぞ れ と 個別 に イン タラ クシ ョ ン す る だ ろう 。 ロ ボッ ト は 、2 
つの ホロ グラ ム の 動作 を 繰り 返す 練習 を 作成 する 。 そ れ は 、 特定 の 状況 を 繰り 返し 、 機 会 
、 さ ま ざ ま な 取捨 、 お よび 解決 策 を 探す 習慣 を 開始 する 。 そ れ は 、 問 題 が な く 、 さ ま ざ ま 
な 可能 性 が ある こと を 示す 。 す べ て が 遊び お よび エン ター テイ メン ト の 形態 を と り 、 新 た 
な 目標 を 設定 し 、 欲 望 を 刺激 する 。 ロ ボッ ト の 目的 は 、 参加 者 が 彼 ま た は 彼女 自身 と 彼 ま 
た は 彼女 の 能力 を 信じ る こと を さら に 確証 する こと で ある 。 

【0072】 

ドロ ー ン の 使用 は 、 ま ず 参 加 者 の 注意 を 引く こと を 目的 と する 。 それら が 集団 の 外観 を 
有する こと で 、 ド ロー ン は 、 参 加 者 の 標準 的 な 行動 を 中 断 し 、 変 化 さ せる 。 彼 は どう 反応 
し て いい か わか ら な い 。 参加 者 と の イン タラ クシ ョ ン の 過程 で 、 ド ロー ン は 参加 者 に サポ 
ー ト 材料 と ご 褒美 を 提供 する た め に 使用 され る 。 ご 褒美 は 、 繰り返し た 言葉 、 所 定 の 動き 
、 参加 者 が 彼 自 身 で 行っ た 何 か の な され た 選択 に 対し て 与え られ る 。 ご 褒美 を 与え る こと 
は 非常 に 重要 で ある 。 そ れ は 、 意 識 お よび 潜在 意識 に 反映 され 、 記 憶 さ れる 。 
[0073] 

活動 お よび 療法 の た め の 参 加 者 の 個別 訓練 に お ける イン タラ クティ ブシ ステ ム の 使用 

参加 者 が 本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム お よび 療法 空間 に 慣れ た 後 、 個 人 的 な 活動 
プロ グラ ム を 導入 し 得る 。 こ の 場合 、 ホ ログ ラム は 、 参加 者 が 行う べき 運動 、 動 作 、 ま た 
は 活動 を 示し 得 、 そ の よう な 運動 、 動 作 、 ま た は 活動 は 、 監 督 者 に よっ て 参加 者 の た め に 
設計 され た も の で ある 。 ホ ログ ラム を 個別 の ホロ グラ ム に 分 割 す る こと で 、 参 加 者 は 全体 
の プロ セス を 詳細 に 見 せら れ 得 る 。 こ の よう に し て 、 必 要 な スキ ル お よび 知識 の 蓄積 を ス 
ムー ズ か つ 徐 々 に 行う こと が で きる 。 運動 、 行 動 、 ま た は 活動 が 詳し く 説 明 さ れ た ら 、 支 
援 ホ ログ ラム の 全体 像 が 示さ れる 。 例え ば 、 ホ ログ ラム は 参加 者 に 花 を 説明 し 得る 。 最初 
に 花 全 体 が 示さ れ 、 次 に それ が 細部 に 分 割 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 細部 が 示さ れ 、 参 加 者 が それ 
を 納得 する まで 説明 され る 。 その 後 、 再 び 花 の 全体 を 見 せる 。 その 後 、 監 督 者 が 紹介 され 
、 参 加 者 に 活動 また は 運動 を 説明 する - 監督 者 を 紹介 する の は 、 参 加 者 が この 人 物 を 知り 
、 受 け 入 れる た めで ある 。 参加 者 が 所 定 の 運動 、 動 作 、 ま た は 活動 を 詳細 に 理解 し 、 監 督 
者 に 馴染 むと 、 彼 また は 彼女 は 、 所 定 の 運動 、 動 作 、 ま た は 活動 に 参加 し 、 学 び 、 何 度 も 
繰り 返し 、 そ し て 記憶 する こと が で きる よう に な る 。 こ の よう に し て 、 彼 また は 彼女 は 、 
所 定 の 活動 また は 療法 を 独立 し て 実行 する 彼 ま た は 彼女 の 能力 を 完全 に 保証 され る 。 
[0074] 

グル ー プ 活動 お よび 療法 の た め の 参 加 者 の 準備 の た め の イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 使 
用 

参加 者 が 本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム で 進め る に つれ て 、 彼 また は 彼女 は 、 単 一 
参加 者 療法 の 形態 か ら 、 複数 の 参加 者 が 関与 する 療法 に 移行 し 得る 。 ま ず 、 参 加 者 は 、 複 
数 の ホロ グラ ム 、 例 えば 、3 つ 、4 つ 、 ま た は それ 以上 の 異な る ホロ グラ ム を 提示 され 、 
それ ぞ れ が 本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム の 別 の ユー ザー を 表す 。 し た が っ て 、 参 加 
者 は 、 グ ルー プ で 、 他 の 参加 者 の 考え 方 を 知り 得 、 一 緒 に それ ら を 観察 し 得る 。 参加 者 が 
複数 の ホロ グラ ム に 慣れ 、 そ し て 監督 者 を 知り 、 所 定 の 運動 、 動 作 、 ま た は 活動 に お いて 
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独立 し て 自信 を 持っ て 実行 し た と 見 られ る と 、 彼 また は 彼女 は 小 グ ルー プ で 実際 の 活動 に 
従事 する こと が で きる - 最初 は 彼 ま た は 彼女 に 馴染 み の あ る グル ー プ で 、 最 終 的 に は 他 の 
参加 者 の 誰 も が 彼 ま た は 彼女 に 知ら れ て いな い グ ルー プ で 。 こ の よう に 、 本 発明 の イン タ 
ラク ティ ブシ ステ ム は 、 参加 者 の 社会 化 と 統合 を 支援 する 。 

[0075] 

本 発明 の 様々 な 実施 形態 は 、 図 1 て 1 3 を 参照 し て 以下 に より 詳細 に 説明 され る 。 以下 
の 内 容 は いずれ も 本 発明 を 何ら 限定 する も の で は な い 。 

[0076] 

図 1 a を 参照 する と 、 参 加 者 ( 1 ) は 、 高 さ h と 体積 v を 有する 。 参加 者 (1 ) は 、 人 
で も ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト で も よい 。 そ の 人 は 自 閉 症 ス ペク トラ ム の 人 また は 他 の タイ 
プ の ユー ザー で あり 得る 。 ホ ログ ラム (2) ( 図 1b) は 、 図 1 a の 参加 者 ( 1 ) と 完全 
な 身体 的 同一 性 を 有 し 得る 。 身体 的 同一 性 と は 、 参加 者 を 明確 に 識別 で きる 一 連 の 特徴 の 
こと で 、 例 えば 、 身 長 、 体 格 、 体 型 、 髪 の 毛 の 長 さ 、 色 、 お よび 形 、 目 の 色 お よび 形 、 眉 
毛 の 形 お よび 太 さ 、 鼻 の 形 、 姿 勢 、 歩 行 、 な ら び に 特定 の 動き な どの 少な く と も 一 部 を 含 
む 。 

[0077] 

いく つか の 実施 形態 で は 、 使 用 時 に 、 ホ ログ ラム (2 ) は 、 図 2a お よび 2 b に 示さ れ 
て いる よう に 、 参加 者 ( 1 ) の 左側 に 、 参 加 者 か ら の 距離 9 で 配置 され る 。 位置 決め は 、 
使用 時 に 、 ホ ログ ラム が 脳 の 左 半 球 と 関連 する よう に 、 参 加 者 の 左側 に 行わ れる 。 
【0078】 

図 2a で は 、 ホ ログ ラム を 参加 者 の 前 方 に 、「 対面 」 で 配置 し て いる こと が 詳細 に 分 か 
る 。 そ の よう な 位置 関 作 は 、 ホ ログ ラム が 行う 擬態 、 ジ ェ ス チャ ー、 お よび 動き を 、 参 加 
者 に 観察 させ て 、 彼 また は 彼女 が それ ら を 詳細 に 見 て 、 そ れ ら を 覚え て 、 そ れ ら を 繰り 返 
すこ と が で きる よう に する 。 参加 者 か ら の ホロ グラ ム の 距離 ( d ) は 、 参 加 者 の 身長 に 依 
存する が 、 典型 的 に は ( 排他 的 で は な い が ) 1 . 0 て 2. 5 メー トル で あり 得る 。 距離 d 
は 参加 者 の 身長 に 依存 し て も よく 、 背 の 低い 参加 者 の 場合 は ホロ グラ ム が 彼 ま た は 彼女 に 
より 近く に ある の に 対し 、 背 の 高い 参加 者 の 場合 は ホロ グラ ム が 全体 的 に 見 える よう に そ 
れ を 遠く に 配置 させ る 。 ホ ログ ラム は 参加 者 の 左側 に 配置 され 、 最 適 な 観察 の た め に は 、 
図 2 a の 両 頭 矢 印 で 示す よう に 、 軸 に 対し て 90 度 か ら 150 度 の 角度 で 配置 する こと が 
で きる が 、 よ り 大 き な 角 度 も 可能 で ある 。 

【0079】 

図 2 b は 、 例 えば 、 参加 者 の 右手 で ホロ グラ ム の 右手 を 動か す な ど 、 参 加 者 に 沿っ た 動 
き を 繰り 返す た め に 、 ホ ログ ラム を 参加 者 の 横 に 横向 き に 配置 し た も の を 示す 。 それは 、 
彼 の 左側 に 配置 され 、 観 察し や すい よう に 1 50 度 ~-180 度 の 範囲 で 配置 され て いる が 
、 こ れ に 限定 され な い 。 参加 者 の 身長 に も よる が 、 ホ ログ ラム は 彼 か ら 1 メー トル ぐー2 . 
5 メー トル の 距離 に あり 、 例 えば 、 そ の 全体 が 見 える よう に 、 そ れ が 短い 場合 は それ は 彼 
に 近く 、 そ れ が 高い 場合 は それ は 遠く に 配置 され る が 、 こ れ に 限定 され な い 。 
【0080】 

ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) は 、 図 3 a ~ 図 3 c に 示さ れる よう に 、 参 加 者 ( 1 ) お 
よび ホロ グラ ム (2 ) より も 小さ い 比 率 で あり 、 こ こ で 、h、hi、h sa は それ ぞ れ 、 参 
加 者 、 ホ ログ ラム 、 お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 高 さ を 表し 、V 、V」、v 。 は それ 
ぞ れ 、 参加 者 、 ホ ログ ラム 、 お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント の 体積 また は 形態 を 表す 。 
具体 的 な 値 は 図 3 9 に 示さ れ て お り 、 値 k は 参加 者 の 身長 と ホロ グラ ム 、 お よび ホロ グラ 
ム ア シ スタ ント と の 間 の 比率 係数 を 示す 。 

【0081】 

本 明細 書 で 述べ た よう に 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3) は 、 参加 者 ( 1 ) お よび ホロ 
グラ ム ( 2 ) と 完全 な 身体 的 同一 性 を 有する が 、 異 な る 比率 の 複製 ホロ グラ ム で あっ て も 
よい 。 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) は 、 右 半球 お よび 潜在 意識 と 関連 し て お り 、 感 情 お 
よび 潜在 意識 が 見 えな いた め 、 そ れ は 意図 的 に 小さ くさ れ て いる 。 参加 者 の 身長 に 応じ て 
、 ホ ログ ラム アシ スタ ント の 高 さ (h ) は 10~ て 15cm と し 得る が 、 こ れ に 限定 され な 
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い 。 
[0082] 

いく つか の 実施 形態 で は 、 使 用 時 に 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3) は 、 図 4 に 示さ れ 
て いる よう に 、 参加 者 ( 1 ) の 右側 に 、 参 加 者 か ら の 距離 d で 配置 され る 。 ホ ログ ラム ア 
シス タン ト (3) は 、 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 使用 時 に 脳 の 右 半 球 と 関連 する た め 
それ は 参加 者 の 右側 に 配置 され る 。 参加 者 が 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント APTI BR Vx 
スチ ャ ー、 お よび 動き を 観察 し 得 、 詳 細 に それ ら 見 て 、 そ れ ら を 記憶 し 、 そ し て それ ら を 
繰り 返す こと が で きる よう に 、 そ れ は 参加 者 の 前 方 に 、「 対面 」 で 配置 され る 。 ホ ログ ラ 
ee A 参加 者 の 身長 に 依存 する だ ろう 。 ホロ グラ 

アシ スタ ント は 小さ い の で 、 距 離 ( d ) は 、 典 型 的 に は 0. 5m~1 m 程度 で あり 得る 
2 参加 者 の 身長 が 低い 場合 に は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 彼 ま た は 彼女 に より 
近い 位置 に あり 、 参加 者 の 身長 が 高い 場合 に は 、 そ の 全体 が 見 える よう に より それ は 遠く < 
に 配置 され る 。 それ は 、 参加 者 の 右側 に 配置 され 、 よ り 観 察し や すい よう に それ は 3 0 度 
~9 0 度 の 範囲 で 配置 され る が 、 こ れ に 限定 され な い 。 
【0083】 

図 5 は 、 本 発明 の イン タラ クティ ブシ ステ ム で 使用 され 得る よう な ヒュ ー マ ノ イド ロボ 
ッ ト (4) を 示す 。 い くつ か の 実施 形態 で は 、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト は 玩具 に 似 て お り 
、 そ の 場合 、 そ の 高 さ (h ) は 、 典 型 的 に は 55~ て 90cm で ある が 、 こ れ に 限定 され な 
い 。 ロ ボッ ト は 可動 式 で ある た め 、 そ れ は 本 発明 の 療法 空間 に お いて 厳密 に 固定 され た 位 
置 を 持た な い が 、 そ の 位置 は 、 ホロ グラ ム お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント を 観察 する 際 に 
参加 者 の 妨げ に な ら な いよ うな 位置 と な ろう 。 

【0084】 

図 6a お よび 図 6b は 、 ド ロー ン 群 (5) と 、 療 法 空 間 の 参加 者 ( 1 ) に 対す る それ ら 
の 位置 関係 に 関す る 。 い くつ か の 実施 形態 で は 、 ド ロー ン 群 に 5 、7 また は 9 の 個々 の ド 
ロー ン ( ユニ ッ ト ) が ある が 、 ユ ニッ ト の 数 は これ ら の 数 に 限定 され な い 。 ユ ニッ ト は 、 
サイ ズ 、 形状 、 お よび それ ら が 実行 する 機能 が 同じ で ある ミニ ドロ ー ン で ある 。 タ スク に 
応じ て 、 ド ロー ン は 遠隔 地 で 管理 され 、 グ ルー プ ま た は 独立 し た ユニ ッ ト と し て 使用 され 
る 。 図 6 a は 、 ド ロー ン 群 の 位置 関 作 を 示す 。 そ れ ら は 、 参 加 者 の 前 方 に 配置 され 、 通 常 
、 両 頭 矢 印 で 示す 軸 に 沿っ て 60 度 120 度 の 角度 で 配置 され る 。 ド ロー ン 群 の 位置 は 
、 図示 され た 位置 に 限定 され る も の で は な く 、 例 えば 、 所 定 の 状況 の 変化 に 対応 する た め 
に 、 そ れ ら の 位置 を 変更 し 得る 。 い くつ か の 実施 形態 で は 、 そ れ ら は 、 参 加 者 か ら 3 ~4 
メー ト ル の 距離 ( d ) に 配置 され て いる が 、 そ れ ら の 位置 は そこ に 限定 され な い 。 図 6b 
に 示す よう に 、 ド ロー ン は 、 例 えば 、 参 加 者 が それ ら に 届か な いよ うに 、60~-70cm 
の 幅 ( x) と ドロ ー ン の 数 に 依存 する が 典型 的 に は 3 ~4m の 長 さ (y ) を 有 し 、 典 型 的 
に は 2. 0~2. 3m の 高 さ (z ) に ある 固定 プラ ッ ト フ ォ ー ム 上 の 開始 位置 に 配置 され 
る 。x 、y 、 お よび z の 値 は 、 所 定 の 範囲 ボ 欠 で ある こと も 意図 され る 。 

【0085】 
時 イン タラ クティ ブシ ステ ム 全 体 、 そ の 管理 、 お よび 個々 の 要素 間 の イン タラ ク 
ン を 示す 。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム は 、 第 1 部 分 、 す な わ ち ホロ グラ ム ( 2 ) お よ 
MN EE EG 
群 ( 5) と を 有する 。 そ れ は 、 シ ステ ム を より 良く 管理 する た め に 、2 つの 部 分 に 分 けら 
れ 得 る ソフ トウ ェ ア に よっ て 管理 され る 。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 管理 は 、 太 い 破 線 
で 示し た よう に 、 離 れ た 場所 か ら バ リア を 通し て 行わ れる 。 マ スタ ー コ ンピュータ (1 0 
) は 、 命 令 を 容易 に する た め に 2 つの 接続 、 す な わ ち 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8 ) へ の 
接続 708 と 第 2 コンピ ュー タ 専 門 家 (9 ) へ の 接続 709 に 分 割 さ れ た ソフ トウ ェ ア を 
備え る 。 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8 ) は 、 接 続 782 を 介し て ホロ グラ ム (2) を 、 接 
続 784 を 介し て ロボ ッ ト ( 4 ) を 、 接 続 785 を 介し て ドロ ー ン 和 群 を それ ぞ れ 命令 する 
。 第 2 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 9 ) は 、 接 続 793 を 介し て ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) 
を 、 接 続 794 を 介し て ロボ ッ ト (4) を 、 接 続 795 を 介し て ドロ ー ン 群 (5 ) を 命令 
する 。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 別々 の 要素 間 の イン タラ クシ ョ ン お よび 同期 は 、 ソ フ 
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トウ ェ ア と 2 人 の コン ピュ ー タ 専門 家 の 作 業 に よっ て 行わ れる 。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ 
ム の 要素 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、2 つの 要素 間 、、 す べ て の 可能 な 組み 合わ せ 、3 つの 要 
素 間 、 す べ て の 可能 な 組み 合わ せ 、 お よび すべ て の 要素 と と も に な され る 。 

【0086】 

接続 723 は 、 ホ ログ ラム (2) お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) の 間 の イン タラ 
クシ ョ ン を 表し 、 こ の イン タラ クシ ョ ン は 、 例 えば 、 そ れ ら の それ ぞ れ 1 つの モノ ロー グ 
と 動作 、2 つの 間 の 対話 と 動作 、 笑 っ て いる 表現 、 異 な る 音 、 ス ピー チ 、 個 々 の 単語 、 文 
章 全 体 で の 表現 、 同 じ 意 見 の 表明 、 互 い に 異 な る 意見 の 表明 、 説明 、 BRS. VIR 
チャ ー、 ポ ー ズ 、 異な る 感情 の 状態 の 表示 と 説明 、 同 一 また は 異な る 動き な どの いずれ か 
を 含み 得る が 、 こ れ ら に 限定 され な い 。 

【0087】 

接続 724 は 、 ホ ログ ラム (2) と ロボ ッ ト (4) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表し て 
お り 、 こ の イン タラ クシ ョ ン は 、 例 えば ホロ グラ ム と ロボ ッ ト と の 間 の 対話 お よび 動作 を 
含み 得る が 、 こ れ に 限定 され ず 、 そ の 目的 は 、 動 作 、 状 態 、 ま た は 説明 の ホロ グラ ム に よ 
る 追加 の 説明 お よび 繰り 返し を 得る こと で ある 。 接続 73 4 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント 
(3) と ロボ ッ ト (4) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 示し て お り 、 こ の イン タラ クシ ョ ン 
は 、 例 えば ホロ グラ ム ア シ スタ ント と ロボ ッ ト と の 間 の 対話 お よび 動作 を 含む が 、 こ れ に 
限定 され ず 、 そ の 目的 は 、 ホ ログ ラム の その 異な る 意見 、 行 動 、 お よび 動作 の ホロ グラ ム 
アシ スタ ント に よる 追加 の 説明 お よび 繰り 返し を 得る こと で ある 。 接続 725 は 、 ホ ログ 
ラム (2) と 、 ホ ログ ラム に よる ドロ ー ン の 制御 を 表す ドロ ー ン 群 ( 5 ) と の 間 の イン タ 
ラク ショ ン を 表し て お り 、 こ の イン タラ クシ ョ ン は 、 例 えば 、 参 加 者 に 支援 物資 を 与え る 
た め の 命 令 、 お よび ご 褒美 を 与え る た め の 命 令 な ど を 含み 得る が 、 こ れ ら に 限定 され な い 
。 接続 735 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3) と 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント に よる ドロ 
ー ン の 制御 を 表す ドロ ー ン 群 ( 5) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表し て お り 、 こ の イン タ 
ラク ショ ン は 、 例 えば 、 支援 物資 を 与え る た め の 命 令 、 お よび ご 褒美 を 与え る た め の 命 令 
を 含み 得る が 、 こ れ ら に 限定 され な い 。 接続 745 は 、 ロ ボッ ト (4) と 、 ロ ボッ ト に よ 
る ドロ ー ン の 制御 を 表す ドロ ー ン 和 群 ( 5 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表し て お り 、 こ の 
イン タラ クシ ョ ン は 、 例 えば 、 支援 物資 を 与え る た め の 命 令 、 お よび ご 褒美 を 与え る た め 
の 命令 な ど を 含み 得る が 、 こ れ ら に 限定 され な い 。 接続 7 4 6 は 、 ロ ボッ ト ( 4 ) お よび 
一 対 の ホロ グラ ム ( 2) お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 
表す 。 こ の 接続 に お いて 、 ホ ログ ラム と ホロ グラ ム ア シ スタ ント は 、 全 体 と し て 受け 入れ 
られ る 。 つ まり 、 こ れ ら は 同期 し て 動作 し 、 共 通 の 意見 、 共 通 の 解決 策 を 得 て 、 共 通 の 身 
体 的 行動 を 模 信 す る 。 ロ ボッ ト は 、 彼 ら に 話し か け な が ら 、 共 通 の 決断 お よび 共通 の 動作 
を 一 緒 に 繰り 返さ せる 。 こ の イン タラ クシ ョ ン は 、 共 通 に 決定 され た 解決 策 を 繰り 返し 確 
認 す る の に 役立つ 。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム は 、 よ り 多 く の 説 明 、 支 援 、 サ ポー ト 、 お 
よび イン セン ティ ブ が 必要 な 場合 、3 つ の 要素 の イン タラ クシ ョ ン を 有する 。 最も よく 使 
われ る 3 つの 要素 の 組み 合わ せ は 、 ホ ログ ラム ( 2) 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3) 、 
お よび ロボ ッ ト ( 4 ) で ある 。 イ ンタ ラク ショ ン は 、 例 えば 、 一 人 一 人 の モノ ロー グ お よ 
び 動 作 、3 人 の 間 で の 対話 お よび 動作 な ど を 含み 得る が 、 こ れ ら に 限定 され な い 。 こ の イ 
ンタ ラク ショ ン で は 、 ホ ログ ラム (2) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) の 違い が 、 問題 
の 2 つの 異な る 側面 、2 つの 異な る 方 法 で の 行動 と し て 明確 に 示さ れる 。 ロ ボッ ト は 違い 
に 注目 し 、 問 題 を 機会 と し て 提示 し 、 所 定 の 状況 を 克服 する た め の 新 し い 選 択 肢 を 提供 す 
Bo 
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再生 され て いる シミ ュ レ ーション を 介し た さま ざま な 状況 は 、 問 題 に は 必ず 出口 と 解決 
策 が ある こと を 示し て お り 、 問題 は 機会 と し て 提示 され る 。 一 緒 に イン タラ クシ ョ ン す る 
他 の 3 つの 要素 は 、 そ れ ぞ れ 、 ホ ログ ラム (2) 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント ( 3 ) 、 お よ 
び ド ロー ン 群 ( 5) : ホロ グラ ム (2) 、 ロ ボッ ト (4) 、 お よび ドロ ー ン 群 ( 5) : な 
ら び に ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) 、 ロ ボッ ト ( 4 ) 、 お よび ドロ ー ン 群 ( 5 ) で ある 
o これら の 3 組 で は 、 ホ ログ ラム 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント 、 ま た は ロロ ボット に よっ て 、 
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それ ぞ れ ドロ ー ン 群 ( 5) を 使用 する こと が 目的 で ある 。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 要 
素 の 1 つ に よる ドロ ー ン 群 ( 5 ) の 使用 は 、 現 在 の 状況 、 参 加 者 の ニー ズ 、 お よび 3 つの 
うち の どれ が 状況 に お いて ドロ ー ン 群 を 指揮 する の に 最も 適し て いる か に 依存 する KO 
グラ ム ( 2) 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3) 、 ド ロー シ 群 (5 ) 、 お よび ロボ ッ ト て (4 
) と いう イン タラ クティ ブシ ステ ム の すべ て の 要素 が 、4 組 の イン タラ クシ ョ ン に 参加 す 
る 。 それら は 、 動 作 お よび 活動 を 完了 する 場合 に 一 緒 に 使わ れる 。 

【0089】 

イン タラ クティ ブシ ステ ム の 利点 は 、 人 が いな いこ と 、 自 己 学習 型 で ある こと 、 そ し て 
、 大 き な ホ ログ ラム 、 小 さ な ホ ログ ラム 、 ド ロー ン 群 、 お よび ロボ ッ ト と いっ た グル ー プ 
の 異質 性 で ある 。 

【0090】 

図 8 は 、 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 動作 開始 の 様子 を 示す 。 マ スタ ー コ ンピュータ ( 
10) は 、 制 御 を 容易 に する た め に 、2 つの 接続 、 す な わ ち 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8 
) へ の 接続 808 と 第 2 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 9 ) へ の 接続 809 に 分 けら れ た ソフ トウ 
ェ ア を 備え る 。 すべ て の 要素 は 、 所 定 の 部 屋 ( 療 法 空間 ) 、 す な わ ち 、 ホ ログ ラム (2) 
、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) 、 ロ ボッ ト (4 ) 、 お よび ドロ ー ン 群 ( 5) に 配置 され 
る 。 バリ ア ( RR) は 、 参 加 者 が バリ ア の 向こう 側 を 見 る と と が で き な い よう に 2 つの 領 
域 を 区 切っ て お り 、 反 対 側 か ら は 参加 者 と イン タラ クティ ブ 要 素 を 完全 に 観察 する こと が 
CXS. 接続 86 1 は 、 参加 者 ( 1 ) の 第 1 応答 に 対す る 親 ( 6 ) の 監視 活動 を 表す 。 接 
続 8 7 1 は 、 参 加 者 ( 1 ) の 第 1 応答 に 対す る 専門 家 ( 7 ) の 監視 活動 を 表す 。 接続 8 6 
7 は 、 親 ( 6 ) と 専門 家 ( 7 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表し 、 専 門 家 ( 7 ) が 療法 の 
提供 に お いて どの コン ピュ ー タ 専門 家 か ら 開 始 す る か を 決定 する の に 役立つ 情報 交換 を 表 
す 。 接続 87 8 は 、 ホ ログ ラム ( 2) 、 ロ ボッ ト ( 4 ) 、 ま た は ドロ ー ン 群 ( 5 ) に よる 
イン タラ クティ ブシ ステ ム を 開始 する た め の 、 専門 家 ( 7 ) に よる 第 1 コン ピュ ー タ 専門 
家 ( 8 ) へ の 命令 を 表す 。 
接続 87 9 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) 、 ロ ボッ ト (4) 、 ま た は ドロ ー ン 群 (5 
) に よる イン タラ クティ ブシ ステ ム を 開始 する た め の 、 専門 家 ( 7 ) に よる 第 2 コン ピュ 
ー タ 専門 家 ( 9 ) へ の 命令 を 示す 。 

【0091】 

図 9 は 、 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 第 1 部 分 、 す な わ ち ホロ グラ ム (2) 、 ホ ログ ラ 
ム ア シ スタ ント (3 ) と 参加 者 ( 1 ) と の イン タラ クシ ョ ン の 一 実施 形態 を 示す 。 図 9 は 
、 参 加 者 ( 1 ) の 個別 準備 の 始ま り を 示す 。 個別 準備 で は 、 発 達 の 基礎 が 築 か れる 。 こ れ 
が な けれ ば 、 そ の 後 の 活 動 お よび 療法 で 持続 的 な 成果 を 得る こと は で き な い だ ろう 。 イン 
タラ クティ ブシ ステ ム の 使用 は 、 親 ( 6 ) と 参加 者 ( 1 ) の 接続 9 6 1 に より 示さ れる 観 
察 と 、 専 門 家 ( 7 ) と 参加 者 ( 1 ) の 接続 9 7 1 に より 示さ れる 観察 か ら 始 まる 。 専門 家 
( 7 ) と 親 ( 6 ) が 参加 者 ( 1 ) の 反応 お よび 行動 に つい て 相談 し た 後 、 専 門 家 ( 7 ) は 
、 接続 9 6 7 に 示さ れる 決定 を 行う 。 こ の 決定 に 基づい て 、 専門 家 (7 ) は イン タラ ク テ 
ィ ブ シス テム の 動作 の 開始 を 選択 する 。 選択 肢 は 2 DHS. Bl 選択 肢 は 、 専 門 家 ( 7 ) 
が 接続 9 7 8 で 示さ れる 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8 ) に 命令 を 与え 、 こ の コン ピュ ー タ 
専門 家 ( 8) が 接続 9 82 を 介し て ホロ グラ ム ( 2) の 動作 を 開始 する こと で ある 。 第 2 
選択 肢 は 、 専 門 家 ( 7 ) が 接続 9 7 9 で 示さ れる 第 2 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 9 ) に 命令 を 
与え 、 こ の コン ピュ ー タ 専門 家 ( 9 ) が 接続 993 を 介し て ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 
) の 動作 を 開始 する こと で ある 。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム に お ける すべ て の イン タラ ク 
ショ ン の うち 、 ホ ログ ラム (2) 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) 、 お よび 参加 者 (1 ) 
の 間 の イン タラ クシ ョ ン が 最も 重要 で ある 。 自 閉 症 は 、 脳 の 発達 に 影響 を 与え る 社会 的 発 
達 障害 で ある 。 そ の た め 、 そ れ は 2 つの ホロ グラ ム を 通し て 脳 に 働き か け て いる 。2 つの 
ホロ グラ ム は 、 脳 の 左 半球 お よび 右 半 球 、 参 加 者 の 意識 お よび 潜在 意識 に 関連 付け られ る 
。 両方 の 半球 も 同じ よう に 重要 な 機能 を 果たす 。2 つの ホロ グラ ム と それ ら の 間 の イン タ 
ラク ショ ン に よっ て 、 脳 と 脳 の 活動 が 比 只 的 な 意味 で 視覚 化 さ れる 。 多数 の シミ ュ レ ー シ 
ョ ン が 作成 され 、 例 えば 、 擬 態 、 ジ ェ ス チャ ー、 文 章 、 動 き の 実現 、 な ら び に 行動 様式 、 
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説明 様式 、 お よび 動作 様式 な ど が 示さ れる が 、 こ れ ら に 限定 され な い 。 接続 9 21 は 、 ホ 
ログ ラム (2 ) と 参加 者 ( 1 ) の イン タラ クシ ョ ン を 表す 。 そ の 目的 は 、 参 加 者 ( 1 ) が 
あり の まま の 彼 を 知り 、 彼 自身 を 受け 入れ る よう に な る こと で ある 。 ホ ログ ラム (2 ) は 
、 左 半球 の 機能 と 関連 する 。 接続 91 3 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) と 参加 者 ( 1 
) の イン タラ クシ ョ ン を 表す 。 そ の 目的 は 、 参 加 者 が 彼 自 身 を 小さ く 見 て 、 彼 の 小さ な 自 
己 と 知り 合う こと で ある 。 ホ ログ ラム アシ スタ ント は 、 右 半球 お よび 潜在 意識 と 関連 し 、 
感情 お よび 潜在 意識 が 見 えな いた め 、 わ ざと サイ ズ を 小さ くし て 参加 者 に 近づけ て いる 。 
人 の 左 半球 お よび 右 半 球 は 、 一 般 的 に 現実 の 均一 性 と 曖昧 性 を 捉え る 。 接続 9 23 は 、 ホ 
ログ ラム ( 2) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 示す 。 こ の 
関係 は 、 ブ リッ ジ 、 つ まり 左 半 球 と 右 半 球 と の 間 の 情報 の 交換 で ある 。 そ れ は 、 物体 、 動 
作 、 動き を 理解 する た め の 重 要 な 意味 を 有する が 、 そ れ に 限定 され な い 。 接続 9 2 4 は 、 
ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) と 一 緒 に いる ホロ グラ ム ( 2 ) と 参加 者 ( 1 ) と の 間 の イ 
ンタ ラク ショ ン を 表す 。2 つの 接続 9 23 お よび 9 2 4 は 、 参加 者 ( 1 ) の 訓練 と 発達 に 
と っ て 重要 な 意味 を 有する 。 時 系 列 の 例 を 挙げ る と 、 参 加 者 が 、2 つの ホロ グラ ム が 演じ 
る 動作 を 見 て 、 そ れ が ホロ グラ ム に よっ て 彼 に 詳し く 説 明 さ れ 、 そ の 動作 を 理解 し 、 恐 怖 
を 克服 し 、 そ の 動作 を 繰り 返し 、 彼 自身 に 自信 を 持ち 、 そ の 動作 を 記憶 し 、 成 功 し た と い 
う ポ ジテ ィ ブ な 感情 を 持ち 、 感覚 的 な 体験 また は コミ ュ ニ ケー ショ ンプ ロ セ ス の 結果 と し 
て 記憶 を 作り 、 書き込む 。 参加 者 が 経験 し た こと に 対す る 彼 の 記憶 は 、 彼 が それ を 見 た ま 
ま の も の で ある 。 時 系 列 の 例 は この 順序 に 限定 され な い 。 イ ンタ ラク ショ ン は 、 こ の 順序 
に 限定 され な い 。 イ ンタ ラク ショ ン の パフ ォ ー マ ンス は 、 参加 者 の 状態 お よび ニー ズ に 応 
じ て 決 定 さ れる 。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 第 1 部 分 を 参加 者 と の イン タラ クシ ョ ン に 
使用 する 場合 の 利点 は 、 実 際 の 経験 を 得る た め の 安 全 な 仮想 環境 で ある 。 複数 の 仮想 シミ 
ュ レ ーション は 、 参加 者 の 彼 ま た は 彼女 自身 に 対す る 考え 方 お よび 感じ 方 の 変化 を も た ら 
す 。 第 1 部 分 を 使用 する と 、 参 加 者 が ポジ ティ ブ に 考え る 習慣 を 作り 、 発 達 さ せ 始 め る 。 
彼 は 、 彼 自身 、 人 、 お よび 状況 に 対し て ポジ ティ ブ な 感情 お よび 精神 的 な 認識 を 持つ よう 
に 意図 的 に 促さ れる 。 習慣 は 作ら れる 、 つ まり 、 確 立 さ れ た 行動 様式 で ある 。 
【0092】 

この イン タラ クティ ブシ ステ ム は 、 参 加 者 、 ユ ー ザ ー、 お よび ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 
を 訓練 し 得る 。 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト の 脳 の モデ リン グ と 接続 に お いて 、 イ ンタ ラク テ 
ィ ブ シス テム を 適用 する こと で 、 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に お いて より 良い 結果 が 得 ら 
れ で あろ う 。 

【0093】 

図 10 は 、 ロ ボッ ト (4) 、 ホ ログ ラム ( 2 ) 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3) 、 参 加 
者 ( 1 ) の それ ぞ れ の 3 つの 要素 を 含む イン タラ クティ ブシ ステ ム の 一 実施 形態 を 示す 。 
イン タラ クティ ブシ ステ ム の 使用 は 、 親 ( 6 ) と 参加 者 ( 1 ) の 接続 1 06 1 に より 表 さ 
れる 観察 と 、 専 門 家 ( 7 ) と 参加 者 ( 1 ) の 接続 1 07 1 に より 表 さ れる 観察 か ら 始 まる 
。 専門 家 ( 7 ) と 親 ( 6 ) が 参加 者 ( 1 ) の 反応 お よび 行動 に つい て 相談 し た 後 、 専 門 家 
(7) は 、 接 続 1067 に 表 さ れる 決定 を 行う 。 こ の 決定 に 基づい て 、 専 門 家 ( 7 ) は イ 
ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 動作 の 適切 な 開始 を 選択 する 。 選択 肢 は 2 つ あ る 。 第 1 選択 肢 
は 、 専門 家 ( 7 ) が 、 接続 9 7 8 で 表 さ れる 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8 ) に 命令 を 与え 
、 こ の コン ピュ ー タ 専門 家 (8) が 、 接 続 1082 を 介し て ホロ グラ ム (2 ) の 動作 を 開 
始 す る か 、 ま た は 接続 1 084 を 介し て ロボ ッ ト ( 4 ) の 動作 を 開始 する こと で ある 。 第 
2 選択肢 は 、 専 門 家 ( 7 ) が 接続 1 07 9 で 表 さ れる 第 2 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 9 ) に 命 
令 を 与え 、 こ の コン ピュ ー タ 専門 家 (9) が 接続 1093 を 介し て ホロ グラ ム ア シ スタ ン 
ト ( 3 ) の 動作 を 開始 させ る か 、 ま た は 接続 1094 を 介し て ロボ ッ ト ( 4 ) の 動作 を 開 
始 さ せる こと で ある 。 接続 1021 は 、 ホ ログ ラム (2 ) と 参加 者 ( 1 ) の イン タラ クシ 
ョ ン を 表す 。 接続 1013 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント ( 3 ) と 参加 者 ( 1 ) の イン タラ 
クシ ョ ン を 表す 。 接続 1023 は 、 ホ ログ ラム (2) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3) と 
の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表す 。 接続 1020 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント ( 3 ) と 一 緒 
に いる ホロ グラ ム ( 2 ) と 参加 者 ( 1 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表す 。 ロ ボッ ト は 後 
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続 の 接続 に 含ま れる 。 こ れ は 、 第 2 部 分 の 第 1 要素 で ある 。 こ れ は 玩具 の よう で ある 。 そ 
の た め 、 そ れ は 参加 者 に 恐怖 感 ま た は 不安 感 を 与え る こと は な い 。 ロ ボッ ト は 、 わ か ら な 
い 、 い つも 尋ね る 、 説 明 し て ほし い 、 わ か ら な い 、 知 ら な い 、 新 し い 説 明 を 聞き た い 、 お 
よび 繰り 返し て ほし い 、 と いう 小さ な 子供 の 機能 を 実行 する 。 ロ ボッ ト ( 4 ) を 通じ て 、 
参加 者 ( 1 ) は 、 何 か わか ら な いこ と が あれ ば 、 外 部 に 助け を 求め る 必要 が あり 、 質 問 を 
する 必要 が あり 、 そ し て 説明 を 求め な けれ ば な ら な いこ と が 示さ れる 。 そ れ が どの よう に 
達成 され て いる の か 、 参加 者 は 見 て いる 。 ロ ボッ ト ( 4 ) の も うう 一 つの 役割 は 、 新 た な 説 
明 お よび 繰り 返し に よっ て 2 つの ホロ グラ ム の 動作 を 向上 、 強 化し 、 そ れ ら の 違い を 強調 
する こと で す 。 接 続 1024 は 、 ホ ログ ラム (2) と ロボ ッ ト (4) と の 間 の イン タラ ク 
ショ ン を 表す 。 こ の 接続 は 、 ホ ログ ラム (2 ) の 動作 、 つ まり 左 半球 の 機能 を 強化 する こ 
と を 目的 と する 。 接続 1034 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) と ロボ ッ ト ( 4 ) と の 
間 の イン タラ クシ ョ ン を 表す 。 こ の 接続 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) の 動作 、 つ ま 
り 右 半球 の 機能 を 強化 する こと を 目的 と する 。 ロ ボッ ト ( 4 ) は ホロ グラ ム ( 2) と ホロ 
グラ ム ア シ スタ ント ( 3 ) と に 接触 し 、 そ れ ぞ れ の 単独 状況 で 、 左 また は 右 半 球 の どちら 
か が 優位 に な る で あろ うか の 選択 の 選択 肢 が 提示 され る 。 ロ ボッ ト ( 4 ) は 、 接続 1 01 
4 に 示さ れる よう に 、 選択 の 選択 肢 を 提示 し 、 参 加 者 ( 1 ) と それ ら が 議論 され 、 そ の 後 
、 参 加 者 に 選択 させ る 。 こ うし て 、 参 加 者 は 受動 的 な 状態 か ら 抜 け 出し 、 能 動 的 な 状態 に 
な る 。 

接続 1046 は 、 ホ ログ ラム (2) と ホロ グラ ム (3) と ロボ ッ ト (4) の 間 の イン タラ 
クシ ョ ン を 表す 。 こ の 接続 は 、 共 通 の 動作 お よび 共通 の 判断 を 繰り 返す か こと で 、 習 慣 、 感 
情 、 お よび 記憶 を 生み 出す 役割 を 果たす 。 

【0094】 

イン タラ クシ ョ ン は 、 上 ダ 述 の 順序 に 限定 され な い 。 イ ンタ ラク ショ ン の パフ ォ ー マ ンス 
は 、 参 加 者 の 状態 お よび ニー ズ に 応じ て 決定 され る 。 

【0095】 

図 1 1 は 、 個 別 準備 中 の ホロ グラ ム (2) 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) 、 ロ ボッ ト 
( 4 ) 、 ド ロー ン 群 ( 5 ) 、 お よび 参加 者 ( 1 ) の それ ぞ れ 4 つの 要素 で 構成 され た イン 
タラ クティ ブシ ステ ム の 一 実施 形態 を 示す 。 ド ロー ン 群 は 、 同 じ サ イズ 、 形 状 、 お よび 機 
能 を 持つ 5 つ 以 上 の ドロ ー ン か ら 成 る 。 こ れ ら は 最初 、 参 加 者 の 前 方 、3 て 4 メー トル の 
距離 に ある 静止 し た プラ ッ ト フ ォ ー ム に 配置 され る 。 ド ロー ン 群 ( 5) は 、 危 機 的 状況 に 
ある 参加 者 ( 1 ) の 個別 準備 、 支 援 物資 の 提供 、 お よび 商品 の 授与 に 使用 され る 。 例え ば 
、 参 加 者 ( 1 ) が イラ イラ し た り ま た は 怒っ た り 、 お そら く 大 声 を 出し た り し た 場合 に 、 
ドロ ー ン 群 ( 5 ) を 使用 し て 、 彼 また は 彼女 の 集中 力 を 移行 させ 、 思 考 の 方 向 性 を 中 断 さ 
せ 得 る 。 ま た 、 そ れ ら を 使用 し て 、 参 加 者 が 気 を 取ら れ て いる と き に 、 彼 また は 彼女 の 集 
中 力 を 高め る の を 助け た り 、 元 の タス ク へ 彼 を 戻し た りす る の を 助け る 。 こ れ ら の 2 つの 
ケー ス で は 、 ド ロー ン 群 は 、 接 続 1 1 85 を 介し て 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8 ) に よっ 
て 直接 命令 され る か 、 ま た は 接続 11 95 を 介し て 第 2 コンピ ュー タ 専 門 家 ( 9 ) に よっ 
て 直接 命令 され る 。 それ 以外 の 場合 、 ド ロー ン 群 (5) は 、 ホ ログ ラム (2 ) 、 ホ ログ ラ 
ム ア シ スタ ント (3 ) また は ロボ ッ ト (4) に よっ て 呼び 出さ れる 。 イ ンタ ラク ティ ブシ 
ステ ム の 使用 は 、 親 ( 6 ) と 参加 者 (1 ) の 接続 1 1 6 1 に より 表 さ れる 観察 と 、 専 門 家 
( 7 ) と 参加 者 ( 1 ) の 接続 1 1 7 1 に より 表 さ れる 観察 か ら 始 まる 。 専門 家 ( 7 ) と 親 
( 6 ) が 参加 者 ( 1 ) の 反応 お よび 行動 に つい て 相談 し た 後 、 専 門 家 ( 7 ) は 、 接 続 1 1 
6 7 に 表 さ れる 決定 を 行う 。 こ の 決定 に 基づい て 、 専 門 家 ( 7 ) は イン タラ クティ ブシ ス 
テム の 動作 の 開始 を 選択 する 。 選択 肢 は 2 つ あ る 。 第 1 選択 肢 は 、 専 門 家 ( 7 ) が 、 接続 
1178 で 表 さ れる 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8) に 命令 を 与え 、 こ の コン ピュ ー タ 専門 
家 ( 8) が 、 接 続 11 82 を 介し て ホロ グラ ム (2 ) の 動作 を 開始 する か 、 ま た は 接続 1 
1 84 を 介し て ロボ ッ ト ( 4 ) の 動作 を 開始 する こと で ある 。 第 2 選択肢 は 、 専 門 家 ( 7 
) が 接続 1 1 7 9 で 表 さ れる 第 2 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 9 ) に 命令 を 与え も 、 こ の コン ピュ 
ー タ 専門 家 ( 9 ) が 接続 1 1 93 を 介し て ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) の 動作 を 開始 さ 
せる か 、 ま た は 接続 1194 を 介し て ロボ ッ ト (4) の 動作 を 開始 させ る こと で ある 。 接 
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続 11 21 は 、 ホ ログ ラム (2 ) と 参加 者 ( 1 ) の イン タラ クシ ョ ン を 表す 。 接続 1 1 1 
3 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) と 参加 者 ( 1 ) の イン タラ クシ ョ ン を 表す 。 接続 1 
023 は 、 ホ ログ ラム (2) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン 
を 表す 。 接続 11 20 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) と 一 緒 に いる ホロ グラ ム (2) 
と 参加 者 ( 1 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表す 。 接続 1024 は 、 ホ ログ ラム (2) と 

RI 接続 1134 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ 

ント (3) と ロボ ッ ト (4) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表す 。 接続 11 46 は 、 ホ ログ 
ラム シリ ンジ (3 ) と 一 緒 に いる ホロ グラ ム ( 2 ) と ロボ ッ ト ( 4 ) と の 間 の イン タラ ク 

ン を 表す 。 接続 11 1 4 は 、 ロ ボッ ト ( 4 ) と 参加 者 ( 1 ) の イン タラ クシ ョ ン を 表 
す 。 以下 の 接続 は ドロ ー ン 群 ( 5 ) を 含む 。 こ れ は 、 周 辺 部 の 第 2 要素 で ある 。 ド ロー ン 
群 は 、 グ ルー プ と し て 使用 され る が 、 タ スク に 応じ て 個別 に も 使用 され 得る 。 接続 1 1 2 
5 は 、 ホ ログ ラム (2 ) と ドロ ー ン 群 (5) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表し て お り 、 こ 
の イン タラ クシ ョ ン は 、 支援 物資 を 与え る た め の 命 令 、 お よび ご 褒美 を 与え る た め の 命 令 
で 表現 され る 、 ホ ログ ラム が ドロ ー ン 群 を 制御 する こと を 含み 得る が 、 こ れ ら に 限定 され 
な い 。 接続 1135 は 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) と 、 ド ロー ン 群 を 制御 する ホロ グ 
ラム アシ スタ ント を 表す ドロ ー ン 群 ( 5) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表し て お り 、 こ の 
イン タラ クシ ョ ン は 、 支援 物資 を 与え る た め の 命 令 、 お よび ご 褒美 を 与え る た め の 命 令 
含み 得る が 、 こ れ ら に 限定 され な い 。 接続 11 45 は 、 ロ ボッ ト (4) と 、 ド ロー ン 群 を 
制御 する ロボ ッ ト を 表す ドロ ー ン 群 ( 5 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン を 表し て お り 、 こ の 
イン タラ クシ ョ ン は 、 支援 物資 を 与え る た め の 命 令 、 お よび ご 褒美 を 与え る た め の 命 令 を 
含み 得る が 、 こ れ ら に 限定 され な い 。 接続 1 1 15 は 、 参 加 者 (1 ) と イン タラ クシ ョ ン 
する ドロ ー ン 群 (5 ) を 表す 。 
【0096】 

イン タラ クシ ョ ン は 、 上 述 の 順序 に 限定 され な い 。 イ ンタ ラク ショ ン の パフ ォ ー マ ンス 
は 、 参 加 者 の 状態 お よび ニー ズ に 応じ て 決定 され る 。 

【0097】 

図 1 2 は 、 参 加 者 が 活動 お よび 療法 を 受け る た め の 準 備 を する 際 の イン タラ クティ ブシ 
ステ ム の 一 実施 形態 を 示し て お り 、 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム に は 、 新 し い 要 素 で ある 支 
援 ホ ログ ラム ( 1 2 ) お よび コー チ ( 1 1 ) の 物理 的 存在 が 含ま れる 。 イ ンタ ラク ティ ブ 
シス テム の 要素 は 、 ホ ログ ラム ( 2) 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) 、 ト レー ナー( 1 
1 ) を 伴う 支援 ホロ グラ ム ( 1 2 ) 、 お よび 参加 者 ( 1 ) で ある 。 こ の 準備 は 、 参 加 者 ( 
1 ) が 、 対 応 する 活動 お よび 療法 の 特殊 性 お よび 詳細 、 な ら び に それ ら を 指導 する コー チ 
に 精通 する た め に 必要 で ある 。 準備 は 、 参 加 者 (1 ) は 、 未 知 の も の へ の 恐れ 、 彼 の 不安 
、 彼 の 無知 を 克服 し 、 彼 の 実生 活 の 中 で 参加 を より 簡単 に 、 よ り 早 く 受 け 入 れる の に 役 立 
つっ 。 実際 の 活動 で は 、 参 加 者 ( 1 ) が 何 度 も 仮想 シミ ュ レ ーション に 参加 し て いる た め 、 
すべ て が 慣れ 親しん だ も の で あり 、 す べ て が 繰り 返し で ある 。 
準備 の 始ま り は 、 支援 ホロ グラ ム ( 1 2 ) で 始ま り 、 最初 は 活動 全体 を 静 的 に 示す 。 そ の 
後 、 活 動 ま た は 療法 の それ ぞ れ の 対応 する 要素 の 写真 が 次 々 と 変更 され る 。 そ れ ら は 、 ホ 
ログ ラム (2 ) お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント ( 3 ) に よっ て 、 形 、 サ イズ 、 目 的 、 動 作 
、 ど の よう な 関連 性 を 引き 起こ すか 、 ど の よう に それ が 実行 され る か 、 複 雑 さ の 種類 、 説 
明 な ど 、 順 番 に 議論 され る が 、 そ の よう な も の に 限定 され な い 。 ホ ログ ラム (2 ) お よび 
ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) の モノ ロー グ お よび 対話 に 続い て 、 そ れ ら は 参加 者 ( 1 ) 

を 議論 に 含め る 。 支援 ホロ グラ ム ( 12) は 、 接 続 1 202 を 介し て 第 1 コン ピュ ー タ 専 
門 家 (8) に よっ て 命令 され る か 、 ま た は 接続 1 21 1 を 介し て 第 2 コンピ ュー タ 専 門 家 
(9) に よっ て 命令 され る 。 Se a ea Gee 
(2) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) と の 間 に 配 置 さ れる が 、 限定 さ れ な い が 、1 ~2 

5 メー トル の 距離 に 配置 され る が 、 こ れ に 限定 され な い 。 彼 は イン タラ クティ ブシ ステ 
ム に 参加 する 最初 の 人 物 な の で 、 コ ー チ の 参加 も 重要 で ある 。 当初 、 彼 は ホロ グラ ム ( 2 
) お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3) と し か コミ ュ ニ ケー ショ ン を と ら ず 、 そ の 後 、 参 
加 者 ( 1 ) と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と っ た 。 目的 は 、 参 加 者 ( 1 ) が 徐々 に 彼 の 存在 に 慣 
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れ 、 彼 を 活動 の 参加 者 お よび 監督 者 と し て 受け 入れ る こと で ある 。 コ ー チ と の 予備 的 な 接 
触 は 、 彼 が 実際 の 活動 で 彼 を な じみ の ある も の と し て 受け 入れ る の に 役立つ 。 コ ー チ (1 
1) は 、 接続 1 2 8 1 を 介し て 専門 家 ( 7 ) か ら 指 示 を 受け る 。 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ 
ム の 使用 は 、 親 ( 6 ) と 参加 者 ( 1 ) の 接続 1 2 6 1 に より 示さ れる 観察 と 、 専 門 家 ( 7 
) と 参加 者 ( 1 ) の 接続 1 2 7 1 に より 示さ れる 観察 か ら 始 まる 。 専門 家 ( 7 ) と 親 ( 6 
) が 参加 者 ( 1 ) の 反応 お よび 行動 に つい て 相談 し た 後 、 専 門 家 ( 7 ) は 、 接 続 1 267 
に 示さ れる 決定 を 行う 。 こ の 決定 に 基づい て 、 専 門 家 (7 ) は イン タラ クティ ブシ ステ ム 
の 動作 の 開始 を 選択 する 。 選択 肢 は 2 OHS. 第 1 選択 肢 は 、 専 門 家 ( 7 ) が 接続 1 27 
8 で 示さ れる 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8 ) に 命令 を 与え 、 こ の コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8 
) が 接続 1 282 を 介し て ホロ グラ ム ( 2) の 動作 を 開始 する こと で ある 。 第 2 選択 肢 は 
、 専 門 家 ( 7 ) が 接続 1 2 7 9 で 示さ れる 第 2 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 9 ) に 命令 を 与え 、 
この コン ピュ ー タ 専門 家 (9) が 接続 1293 を 介し て ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) の 
動作 を 開始 する こと で ある 。 ホ ログ ラム (2 ) と 参加 者 ( 1 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン 
は 、 接続 1 2 1 4 を 介し て 行わ れる 。 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3) と 参加 者 ( 1 ) と の 
間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 213 を 介し て 行わ れる 。 ホ ログ ラム (2) と ホロ グラ 
ム ア シ スタ ント (3 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 2 0 6 を 介し て 行わ れる 。 ホ 
ログ ラム ( 2) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) と 参加 者 ( 1 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ 
ン は 、 接 続 1 220 を 介し て 行わ れる 。 支 援 ホ ログ ラム (1 2 ) と の 接続 は 4 つ で ある 。 
ホロ グラ ム (2) と 支援 ホロ グラ ム ( 1 2 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 21 2 
を 介し て 行わ れる 。 参加 者 ( 1 ) と 支援 ホロ グラ ム ( 1 2 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 
、 接 続 1 207 を 介し て 行わ れる 。 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3) と 支援 ホロ グラ ム ( 1 
2) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 2 05 を 介し て 行わ れる 。 支 援 ホ ログ ラム ( 1 
2) と コー チ (11 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接続 1 203 を 介し て 行わ れる 。 コ 
ー チ ( 1 1 ) の 接続 は 5 つ で ある コー チ ( 1 1 ) と 支援 ホロ グラ ム ( 2 ) と の 間 の イン タ 
ラク ショ ン は 、 接 続 1 21 5 を 介し て 行わ れる 。 コ ー チ (1 1 ) と ホロ グラ ム ア シ スタ ン 
ト (3) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 204 を 介し て 行わ れる 。 コ ー チ (11) 
と 参加 者 ( 1 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 2 1 6 を 介し て 行わ れる 。 コ ー チ ( 
1 1 ) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) を 伴う ホロ グラ ム (2) と の 間 の イン タラ クシ ョ 
ン は 、 接 続 1 2 4 6 を 介し て 行わ れる 。 

【0098】 

イン タラ クシ ョ ン は 、 上 デ 述 の 順序 に 限定 され な い 。 イ ンタ ラク ショ ン の パフ ォ ー マ ンス 
は 、 参加 者 の 状態 お よび ニー ズ に 応じ て 決定 され る 。 

【0099】 

図 1 3 は 、 参 加 者 ( 1 ) が グル ー プ 活動 お よび 療法 を 受け る た め の 準 備 を する 際 の イン 
タラ クティ ブシ ステ ム の 一 実施 形態 を 示し て お り 、 イ ンタ ラク ティ ブシ ステ ム に は 、 新 し 
い 要 素 で ある 支援 ホロ グラ ム ( 1 3 ) お よび コー チ ( 1 1 ) の 物理 的 存在 が 含ま れる 。 イ 
ンタ ラク ティ ブシ ステ ム の 要素 は 、 ホ ログ ラム (2) 、 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) 、 
トレ ー ナ ー( 1 1 ) を 伴う 支援 ホロ グラ ム ( 1 3 ) 、 お よび 参加 者 ( 1 ) で ある 。 準備 中 
、 参 加 者 ( 1 ) は 、 グ ルー プ で 実行 され る より も 前 に 彼 が 実行 し た 作業 に 注意 を 払う 。 ホ 
ログ ラム (2 ) お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3) は 、 グ ルー プ と は 何 か を 説明 し 、 支 
援 ホ ログ ラム (1 3 ) は 、3 人 の 参加 者 の 静 的 な ビジュ アル グル ー プ を 示す が 、 そ れ は 限 
定 さ れ な い 。 こ れ ら は 、 実 際 に 参加 者 ( 1 ) と 一 緒 に グル ー プ 活動 を する こと に な る 実在 
の 参加 者 の ホロ グラ ム で ある 。 参加 者 ( 1 ) は 、 そ れ ぞ れ の 参加 者 と 別々 に 出会う 。 支援 
ホロ グラ ム ( 1 3 ) が 参加 者 に な る 。 目的 は 、 参 加 者 ( 1 ) が 実際 に 会 う 前 に 、 他 の 参加 
者 を 事前 に 知る こと で ある 。 こ れ に より 、 彼 は 、 新 し い 人 々 と 接触 し 、 受 け 入 れ 、 そ し て 
コミ ュ ニ ケー ショ ン を より 取り や すく な る 。 支 援 ホ ログ ラム (13) は 、 接 続 1302 を 
介し て 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8 ) に よっ て 命令 され る か 、 ま た は 接続 1 3 1 1 を 介し 
て 第 2 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 9 ) に よっ て 命令 され る 。 それは 参加 者 (1 ) の 前 方 に 、 限 
定 さ れ な い が 、 ホ ログ ラム (2) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3 ) と の 間 に 配 置 さ れる が 
、 限定 され な い が 、1 ~2. 5 メー トル の 距離 に 配置 され る が 、 こ れ に 限定 され な い 。 当 
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初 。 コー チチ (1 1 ) は 、 ホ ログ ラム ( 2) お よび ホロ グラ ム ア シ スタ ント ( 3 .) と し か ヨコ 
ミュ ニケ ーション を と ら ず 、 そ の 後 、 参 加 者 (1 ) と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と っ た 。 コー 
チ ( 1 1 ) は 、 接続 1 38 1 を 介し て 専門 家 ( 7 ) か ら 指 示 を 受け る 。 イ ンタ ラク ティ ブ 
シス テム の 使用 は 、 親 (6 ) と 参加 者 ( 1 ) の 接続 1 3 6 1 に より 示さ れる 観察 と 、 専 門 
家 ( 7 ) と 参加 者 ( 1 ) の 接続 1 3 7 1 に より 示さ れる 観察 か ら 始 まる 。 専門 家 ( 7 ) と 
親 ( 6 ) が 参加 者 ( 1 ) の 反応 お よび 行動 に つい て 相談 し た 後 、 専 門 家 ( 7 ) は 、 接 続 1 
3 6 7 に 示さ れる 決定 を 行う 。 こ の 決定 に 基づい て 、 専 門 家 (7 ) は イン タラ クティ ブシ 
ステ ム の 動作 の 開始 を 選択 する 。 選択 肢 は 2 つ あ る 。 第 1 選択肢 は 、 専 門 家 ( 7 ) が 接続 
1378 で 示さ れる 第 1 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 8) に 命令 を 与え 、 こ の コン ピュ ー タ 専門 
家 ( 8) が 接続 1382 を 介し て ホロ グラ ム ( 2) の 動作 を 開始 する こと で ある 。 第 2 選 
択 肢 は 、 専 門 家 ( 7 ) が 接続 1 3 7 9 で 示さ れる 第 2 コン ピュ ー タ 専門 家 ( 9 ) に 命令 

与え 、 こ の コン ピュ ー タ 専門 家 (9) が 接続 1393 を 介し て ホロ グラ ム ア シ スタ ント ( 
3 ) の 動作 を 開始 する こと で ある 。 ホ ログ ラム (2 ) と 参加 者 ( 1 ) と の 間 の イン タラ ク 
ショ ン は 、 接 続 1 3 1 4 を 介し て 行わ れる 。 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) と 参加 者 ( 1 
) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接続 1 3 1 3 を 介し て 行わ れる 。 ホ ログ ラム (2 ) と ホ 
ログ ラム アシ スタ ント (3 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 3 06 を 介し て 行わ れ 
る 。 ホ ログ ラム (2 ) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント (3) と 参加 者 ( 1 ) と の 間 の イン タラ 
クシ ョ ン は 、 接 続 1 3 2 0 を 介し て 行わ れる 。 支 援 ホ ログ ラム ( 1 3 ) と の 接続 は 4 DT 
ある 。 ホ ログ ラム (2 ) と 支援 ホロ グラ ム ( 13) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接続 1 
3 1 2 を 介し て 行わ れる 。 参加 者 ( 1 ) と 支援 ホロ グラ ム ( 1 3 ) と の 間 の イン タラ クシ 
ョ ン は 、 接 続 1307 を 介し て 行わ れる 。 ホ ログ ラム アシ スタ ント (3 ) と 支援 ホロ グラ 
ム (13) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 305 を 介し て 行わ れる 。 支 援 ホ ログ ラ 
ム ( 13 ) と コー チ ( 1 1 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 3 0 3 を 介し て 行わ れ 
る 。 コ ー チ (1 1 ) の 接続 は 5 つ で ある 。 コ ー チ (1 1 ) と 支援 ホロ グラ ム ( 2 ) COM 
の イシ タラ クシ ジ ション は 、- 接 続 131 5 を 介し で 行わ れる :。 コー チ ( 1 1 ) と ホロ グラ ム ア 
シス タン ト (3) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 3 0 4 を 介し て 行わ れる 。 コーチ 
( 1 1 ) と 参加 者 ( 1 ) と の 間 の イン タラ クシ ョ ン は 、 接 続 1 3 1 6 を 介し て 行わ れる 。 
コー チ ( 1 1 ) と ホロ グラ ム ア シ スタ ント ( 3 ) を 伴う ホロ グラ ム ( 2 ) と の 間 の イン タ 
ラク ショ ン は 、 接 続 1 3 4 6 を 介し て 行わ れる 。 

[0100] 

イン タラ クシ ョ ン は 、 上 ダ 述 の 順序 に 限定 され な い 。 イ ンタ ラク ショ ン の パフ ォ ー マ ンス 
は 、 参 加 者 の 状態 お よび ニー ズ に 応じ て 決定 され る 。 

[0101] 

本 発明 の 方 法 お よび イン タラ クティ ブシ ステ ム に よっ て 送達 され 得る 療法 は 、 限 定 さ れ 
な い が 、 音 楽 療 法 、 バ イオ フィ ー ド バッ ク 、 ド ラム 療法 、 エ ル ゴ 療 法 、 ハ イド ロロ 療法 、 ア 
ー ト 療法 、 乗 馬 療 法 、 カ ニス 療法 、 ネ コ 療 法 、 高 気圧 酸素 療法 、 ハ チミ ツ 療 法 、 サ ンド 療 
法 、 ア ロマ 療法 、 お よび ガー デニ ング 活動 、 料 理 、 お 菓子 作り を 含む 。 

[0102] 
本 発明 は 、 さ ら に 以下 の 特許 請求 の 範囲 を 参照 し て 特徴 づけ られ る 。 
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